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はじめに 

 

本報告書は、弊社（株式会社豊田自動織機）が「亀山試験施設用地造成事業」を実施する

にあたり、「亀山試験施設用地造成事業に係る環境影響評価書」（平成 26年 7月 株式会社豊

田自動織機）（以下、「評価書」という。）に記載した「事後調査計画」に基づき、工事中に行

うとした陸生植物、水生生物、動物相、生態系（サシバ生息確認）について、平成 30年度の

調査結果をとりまとめたものです。 
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第 1章 事業の概況 

1．事業者の氏名及び住所 

名    称  株式会社豊田自動織機 

住    所  愛知県刈谷市豊田町２丁目１番地 

代表者の氏名  取締役社長 大 西  朗 

 

2．事業規模 

2-1 条例の規定する対象事業の種類 

宅地その他の用地の造成事業（三重県環境影響評価条例別表第 1 第 15号に掲げる事業） 

 

2-2 対象事業の規模 

事業実施区域の面積：664,000㎡（改変区域面積 419,000㎡、残置区域：245,000㎡） 

 

3．対象事業の手続き状況 

3-1 環境影響評価方法書 

平成 24年 12月 6日公告、同日より平成 25年 1月 25日まで縦覧 

平成 25年 4月 19日、同方法書に対する三重県知事意見 

 

3-2 環境影響評価準備書 

平成 25年 12月 13日公告、同日より平成 26年 1月 27日まで縦覧 

平成 26年 6月 2日、同準備書に対する三重県知事意見 

 

3-3 環境影響評価書 

平成 26年 7月 29日公告、同日より平成 26年 9月 11日まで縦覧 

 

3-4 事業内容等変更届（第 1回） 

平成 27年 2月 2日、事業内容を図 1-3-1から図 1-3-2へと変更。 

変更理由：事業実施区域西側のマサ土地質区域の改変と、椋川支川の改変を回避するため、

「オーバルコース」から「おむすび型コース」に変更。 

     当初計画：改変区域 419,000㎡、残置区域 245,000㎡ 

     変更計画：改変区域 311,133㎡、残置区域 352,867㎡ 
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3-5 事業内容等変更届（第 2回） 

平成 28年 3月 15日、事業内容を図 1-3-2から図 1-3-3へと変更。 

変更理由：① より効率的な土地利用について検討した結果、調整池を最下流の１か所に集

約する事により、テストコース内敷地を有効に活用できると判断し、椋川流域

の調整池を 3ヶ所から 1ヶ所に変更。 

     ② 利害関係者と施設管理方法等を協議した結果、用水配水先が 2 ヶ所から 1 ヶ

所（既設池・地区外）となりマンホールポンプで圧送することになったため、

貯留ピットと分水目的の新設溜め池の計画を破棄。 

       （改変区域、残置区域面積に変更は無し） 
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3-6 第 1回事後調査報告書の提出 

平成 28年 5月 2日、平成 27年度に実施した事後調査の結果をとりまとめ、三重県及び亀山

市に提出。 

調査内容：環境保全措置とした池・湿地の整備状況、重要な植物の再確認、移植作業、活着

確認、重要な動物の移殖、ナシ保全活動、工事着手直前のサシバ、キビタキの生

息確認調査 

 

3-7 第 2回事後調査報告書の提出 

平成 29年 4月 26日、平成 28年度に実施した事後調査の結果をとりまとめ、三重県及び亀

山市に提出。 

調査内容：重要な植物・水生生物の活着確認、動物相、陸生動物（キビタキ）、生態系（サシ

バ）の生息確認調査 

 

3-8 第 3回事後調査報告書の提出 

平成 30年 5月 29日、平成 29年度に実施した事後調査の結果をとりまとめ、三重県及び亀

山市に提出。 

調査内容：重要な植物・水生生物の活着確認、動物相、生態系（サシバ）の生息確認調査、

工事中の騒音・振動、水質（土地の造成に伴う濁水）、ナシ保全活動（人と自然と

の触れ合いの活動の場） 

 

4．対象事業の進捗状況 

平成 28年 3月 28日、対象事業の工事に着手し、平成 30年 8月 31日竣工。 

 

5．調査委託機関 

事 業 者 の 名 称：一般財団法人三重県環境保全事業団 

代 表 者 の 氏 名：理事長 髙 沖  芳 寿 

主たる事業所の所在地：三重県津市河芸町上野 3258番地 
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第 2章 調査結果 

1．重要な植物の移植後の活着状況調査 

1-1 調査概要 

平成 27年度に移植を行った種について、その後の生育状況の把握を行いました。 

 

1-2 調査内容 

本調査の実施手順は図 2-1-1に示したとおりです。今年度は事後調査計画に基づき、平成 27

年度に「池・湿地②」へ移植を実施した種の、移植 3年後の生育状況調査を実施しました。ま

た、平成 28年度に平成 27年度の移植先とは別の湿地である「池・湿地③」に重要種の播種を

行ったため、これに対する生育状況調査も補足的に実施しました。 

調査は、移植先において、移植個体の活着状況、生育状況を記録するとともに、写真に記録

することとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-1 調査手順 

 

1-3 調査場所 

活着状況調査は、平成 27年度に移植を実施した移植先である「池・湿地②」及び平成 28年

度に播種を実施した移植先である「池・湿地③」で実施しました。 

各移植先の位置は図 2-1-2に示したとおりです。  

① 移植個体の再検討 

② 移植個体の再確認調査 

③ 移植作業 

  ・移植個体の採取 

    ・移植場所への運搬 

    ・植え付け 

④ 移植後の活着状況調査 

  (移植 1、3、6ヶ月、1年後) 

⑤ 移植後の活着状況調査 

(移植 3年後) 

今回報告分 → 

移植 2年後補足調査 

（池・湿地③） 

⑥ 移植後の活着状況調査 

(移植 5年後) 

← 今回報告分 

 移植 3年後調査 

 （池・湿地②） 
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2．重要な水生生物の移殖後の生息確認調査 

2-1 調査概要 

平成 27年度に移殖を行ったオオタニシについて、その後の生息状況の把握を行いました。 

 

2-2 調査内容 

本調査の実施手順は図 2-2-1に示したとおりです。今年度は事後調査計画に示した生息状況

調査の実施年には当たり、一昨年に「池・湿地②」へ移殖を実施した種の、移殖 3年後の生息

状況調査を実施しました。調査は、移殖先において、個体の生息状況を記録するとともに、写

真に記録することとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2-1 調査手順 

 

2-3 調査場所 

生息確認調査は一昨年に移殖を実施した移殖先である「池・湿地②」で実施しました。また、

昨年度の生息確認調査では同移殖先で生息が確認されなかったため、移殖個体が移動した可能

性を考慮し、隣接する池においても調査を実施しました。 

各移殖先の位置は、図 2-2-2に示したとおりです。 

① 移殖個体の再検討 

② 移殖作業 

  ・移殖個体の捕獲 

    ・移殖場所への運搬 

    ・移殖場所への放逐 

③ 移殖後の生息確認調査 

(移殖 1年後) 

④ 移殖後の生息確認調査 

(移殖 3年、5年後) 

⇒今回報告分 

移殖 3年後調査 

⑤ 移殖後の生息確認調査 

(移殖 5年後) 
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図 2-2-2 重要な水生生物の調査位置
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図 2-3-1 鳥類相調査位置図 
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3-5 調査結果(鳥類相) 

今年度の春季の調査では表 2-3-2に示したとおり、8目 21科 28種の鳥類を確認しました(外

来種であるコジュケイを含めて)。確認種のうち、ラインセンサス調査による確認で 8目 19科

26種であり、任意観察調査で 2目 4科 4種でした。なお、任意観察でのみ確認された種はサン

コウチョウ、エナガの 2種でした。 

確認種は、調査範囲の環境を反映して樹林域から林縁部、農耕地、人家周辺等の環境で普通

に見られる種でした。このうち、確認個体数が多かったのは、ヒヨドリ、メジロ、スズメ、ホ

オジロ等でした。 

 

表 2-3-2 鳥類相調査確認種一覧 

 
※1：種名及び配列は「日本鳥類目録 改訂第 7版」(2012 日本鳥学会)に準拠した。 

※2：コジュケイは外来種であるが自然分布種のリストと統合して表記した。 

 

  

目 科 種 R-1 R-3 任意

1 キジ キジ コジュケイ 1 1 外来種

2 キジ 1 1
3 カモ カモ カルガモ 1 1
4 ハト ハト キジバト 3 2 5
5 カッコウ カッコウ ホトトギス 1 1 2
6 チドリ チドリ コチドリ 1 1
7 タカ タカ サシバ 1 ○ 1
8 キツツキ キツツキ コゲラ 1 2 3
9 アオゲラ 1 1

10 スズメ カササギヒタキ サンコウチョウ ○ 0
11 カラス ハシブトガラス 2 1 3
12 シジュウカラ ヤマガラ 1 ○ 1
13 ヒバリ ヒバリ 1 1 2
14 ツバメ ツバメ 1 5 6
15 コシアカツバメ 1 1
16 イワツバメ 1 1
17 ヒヨドリ ヒヨドリ 23 24 47
18 ウグイス ウグイス 4 2 6
19 エナガ エナガ ○ 0
20 メジロ メジロ 6 7 13
21 ヒタキ キビタキ 3 1 4
22 スズメ スズメ 9 9
23 セキレイ キセキレイ 1 1
24 ハクセキレイ 1 1
25 セグロセキレイ 1 1
26 アトリ カワラヒワ 6 6
27 イカル 2 1 3
28 ホオジロ ホオジロ 4 3 7

出現種数 20 18 4 28

出現個体数 64 64 － 128
出現種数 8目21科28種

№
分類 調査位置

備考合計
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3-6 現況調査との比較(鳥類相) 

現況調査時も含め過年度の調査結果と今年度の調査結果の比較を行いました。比較するのはルー

トセンサス調査の結果とし、鳥類の繁殖期にあたる現況調査時の 5月ならびに 6月調査、事後調査

の初夏季(6月)を比較することとしました。その結果は表 2-3-3に示したとおりです。 

事業実施区域北側の R-1では、現況調査の 5月調査時が 23種、同 6月調査時が 11種であった

のに対し、平成 29年度事後調査では 25種、今年度調査では 20種でした。今年度調査の結果は、

前年度調査と同様に現況調査の 5月調査時と同程度の確認種数ですが、現況調査時に確認された

エゾムシクイ、アカハラ、コマドリといった当該地域では通過するのみの旅鳥やサンショウク

イ、センダイムシクイ等の夏鳥が前年度調査と同様確認されませんでした。一方で、カルガモ、

ヒバリ、セグロセキレイ等が新たに確認されました。 

事業実施区域南側の R-3では、現況調査の 5月調査時が 18種、同 6月調査時が 13種であった

のに対し、平成 29年度事後調査では 11種、今年度調査では 18種であり、前年度調査時より確認

種が 7種増え、現況調査の 5月調査時と同水準でした。 

ただし、確認種の構成については、現況調査時に確認されていたキジ、シジュウカラ、センダ

イムシクイ、オオルリ、カワラヒワ等の種が確認されなかったのに対し、ホトトギス、コチド

リ、コシアカツバメ、イワツバメ、ハクセキレイが確認される等、若干の変化がみられました。 
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表 2-3-3 今年度調査結果と過年度調査結果との比較(鳥類相) 

H25.5 H25.6 H29.6 H30.6 H25.5 H25.6 H29.6 H30.6

1 キジ キジ コジュケイ 1 1 1 5 2 1 外来種
2 キジ 1 2 1 1 1

3 カモ カモ カルガモ 1

4 ハト ハト キジバト 1 2 3 1 2

5 アオバト 1

6 ペリカン サギ アオサギ 1

7 カッコウ カッコウ ホトトギス 1 1 1 1

8 チドリ チドリ コチドリ 1

9 タカ タカ サシバ 1 1

10 ブッポウソウ カワセミ カワセミ 1 1

11 キツツキ キツツキ コゲラ 1 1 1 2 1 2

12 アオゲラ 1 1 1

13 スズメ サンショウクイ サンショウクイ 1

14 カササギヒタキ サンコウチョウ 1 1

15 カラス ハシボソガラス 1

16 ハシブトガラス 1 4 8 2 2 1 4 1

17 シジュウカラ ヤマガラ 2 2 1 1

18 シジュウカラ 1 1

19 ヒバリ ヒバリ 1 1 1

20 ツバメ ツバメ 3 2 4 1 2 2 6 5

21 コシアカツバメ 1

22 イワツバメ 1 1

23 ヒヨドリ ヒヨドリ 5 9 43 23 7 7 31 24

24 ウグイス ウグイス 4 4 3 4 7 4 4 2

25 ヤブサメ 1

26 ムシクイ エゾムシクイ 1

27 センダイムシクイ 1 1

28 メジロ メジロ 2 3 18 6 2 3 15 7

29 ヒタキ クロツグミ 1

30 アカハラ 1

31 コマドリ 1

32 キビタキ 2 1 1 3 1 1

33 オオルリ 1 1 2

34 スズメ スズメ 1 4 11 9

35 セキレイ キセキレイ 1 1 1 2

36 ハクセキレイ 1 1 1

37 セグロセキレイ 1 1

38 アトリ カワラヒワ 5 4 6 2 1

39 イカル 2 2 4 1

40 ホオジロ ホオジロ 8 7 13 4 4 7 6 3

種数 22 10 24 20 17 12 11 17

個体数 45 34 113 64 41 34 81 63
10目24科40種

R-3

現況調査 事後調査 現況調査 事後調査

分 類 調査ルート

備考
№ 目 科 種

R-1

※1：種名及び配列は「日本鳥類目録 改訂第 7版」(2012 日本鳥学会)に準拠した。 

※2：コジュケイは外来種であるが自然分布種のリストと統合して表記した。 
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初夏季の調査では季節的に出現する夏鳥および旅鳥を中心に若干確認種の構成に変化はみら

れますが、これら季節的に変動する種を除けば、確認種の構成に顕著な変化は認められません

でした。 

なお、R-1、R-3ともに確認数の多い種を見ると、ハシブトガラス、ツバメ、ヒヨドリ、ウグ

イス、メジロ、スズメ、ホオジロ等、当該地域に多い樹林域からその林縁部、農耕地や住宅地

等の環境に適応する種が占めています。この傾向は過年度も、今年度の事後調査でも変わりま

せん。ただし、事後調査では、ヒヨドリ、メジロ等の種の確認個体数が現況調査時よりも増加

している傾向が伺えます。 

定量的に種の構成の変化を把握するため、ルート毎及び調査時期毎に、これまでの調査結果

を用いて「類似度」を算出しました。類似度は「2つのサンプルが、種組成としてどれほど似て

いるかを示す尺度」です。類似度を表す指数として𝐶Π指数を用いました。𝐶Π指数は以下の式で

求められます。 

 

   0≦ＣΠ≦1 

    𝑁𝐴；サンプル𝐴の全個体数、𝑛𝐴𝑖；サンプル𝐴の𝑖番種の個体数、𝑆；全種数 

Πは下記の式で算出されます(すべて𝐵も同様)。 

 

なお、条件のとおり、𝐶Πの取り得る最大の値は 1となります。𝐶Π＝1の時は 2つのサンプル

の種組成が完全に一致することを示します。すなわち、𝐶Π＝の値が 1に近いほど、比較したサ

ンプル間の種組成は類似していると考えられます。 
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前述の式をもとに算出した各調査の類似度は表 2-3-4に示したとおりです。 

これをみると繁殖期の調査では、R-1、R-3ともに現況調査の 5月調査時と今年度調査の類似

度は 0.63（R-1）、0.60（R-3）でしたが、現況調査の 6月調査時と今年度調査では 0.82（R-

1）、0.77（R-3）と比較的高い数値を示しました。この傾向は前年度調査でも同様の傾向を示し

ていました。この理由として、5月調査時の確認種にはアカハラやエゾムシクイ、コマドリ等、

当該地域を通過するのみの夏鳥や旅鳥が複数含まれていたことによります。なお、今年度と前

年度の事後調査同士では、0.95（R-1）、0.97（R-3）と非常に高い数値を示しました。 

 

表 2-3-4 各年度調査間の類似度指数 

調査ルート 調査時期 平成25年5月 平成25年6月 平成29年6月 平成30年6月

平成25年5月
平成25年6月 0.74
平成29年6月 0.59 0.87
平成30年6月 0.63 0.82 0.95

平成25年5月
平成25年6月 0.78
平成29年6月 0.58 0.78
平成30年6月 0.60 0.77 0.97

R-1

R-3

 
 

なお、調査は各季に 1回であるため、偶発的な要因（群れの確認や天候等の外的要）等によ

り、確認個体数や類似度が変動している可能性が高く、必ずしも当該地域の鳥類相を正確に反

映している訳でありませんが、ある程度の傾向は示しているものと考えられます。 

今年度調査の確認種と過年度調査の確認種とではその種構成に若干の変化は見られますが、

比較的確認数の多い種の構成にはほとんど変化は見られず、調査結果から算出した類似度につ

いても概ね高い数値を示していました。また、樹木の伐採や地形改変等により大幅に環境が変

化している改変区域に比べ、今回調査を実施した R-1、R-3の両ルートともに改変区域外にあ

り、その周辺環境に顕著な改変は見られていません。これらのことから、現時点では現況調査

時と比較して鳥類相に大きな変化はないものと考えられます。 
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写真 2-4-1 調査地点(T-4)の環境    写真 2-4-2 調査地点(T-4)の環境 

(今年度調査時)              (現況調査時) 

 

  
写真 2-4-3 調査地点(対照)の環境    写真 2-4-4 調査地点(対照)の環境 

(今年度調査時)              (現況調査時) 
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図 2-4-1 昆虫類相調査地点図 



 
24 

4-5 調査結果(昆虫類相) 

今回の調査では、表 2-4-3に示したとおり 8目 24科 60種の昆虫類が確認されました。これら確

認された昆虫類は、中部地方において広域に分布する種を主体とする昆虫相を呈しており、その多

くは事業実施区域を含む三重県中北部の里山環境に普遍的に生息する種でした。 

事業実施区域内の T-4では 8目 19科 38種の昆虫類が確認されました(写真 2-4-5)。同所の昆虫

相の特徴としては、調査場所の環境を反映して、草地環境に依存するハラオカメコオロギ、エンマ

コオロギ、ハラヒシバッタ等の種や、やや湿った環境を好むアオゴミムシ等の種、さらには、おも

に広葉樹林等の林内の朽木内や地表に生息する、モリチャバネゴキブリ、アズマオオズアリ等の種

が確認されました。 

一方、事業実施区域外の対照地点で 6目 14科 33種の昆虫類が確認されました(写真 2-4-6)。同

所での昆虫類の特徴としては、落葉広葉樹林内の朽木、腐朽木等に依存するクチキコオロギ、林内

の地表付近や腐葉土層に生息するマダラカマドウマ、クロサビイロハネカクシ、ヤマトアシナガア

リ等が確認されました。このほか、コブマルエンマコガネやカドマルエンマコガネ等、平地や山地

に生息して獣糞に集まる種も確認されました。 

 

  
写真 2-4-5 確認された昆虫類(T-4)     写真 2-4-6 確認された昆虫類(対照) 
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表 2-4-3 昆虫類相調査確認種一覧 

目 科 種 (学名) T-4 対照

ﾄﾋﾞﾑｼ ﾋﾒﾄﾋﾞﾑｼ ﾋﾒﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Hypogastruridae gen. sp. 2

ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Entomobryidae gen. sp. 2

ｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾓﾘﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ Blattella nipponica Asahina 1

ﾊﾞｯﾀ ｶﾏﾄﾞｳﾏ ﾏﾀﾞﾗｶﾏﾄﾞｳﾏ Diestrammena japonica Karny 8

ﾊﾔｼｳﾏ Diestrammena itodo Sugimoto et Ichikawa 14 4

ｺｵﾛｷﾞ ｸﾁｷｺｵﾛｷﾞ Duolandrevus ivani (Gorochov) 16

ﾊﾗｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ Loxoblemmus ampester Matsuura 5

Loxoblemmus属の一種 Loxoblemmus sp. 5

ｴﾝﾏｺｵﾛｷﾞ Teleogryllus emma (Ohmachi et Matsuura) 1

ﾋｼﾊﾞｯﾀ ﾊﾗﾋｼﾊﾞｯﾀ Tetrix japonica (Bolivar) 2 1

ﾊｻﾐﾑｼ ﾊｻﾐﾑｼ ﾋｹﾞｼﾞﾛﾊｻﾐﾑｼ Gonolabis marginalis (Dohrn) 1

ｶﾒﾑｼ ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ｵｵﾓﾝｼﾛﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Metochus abbreviatus (Scott) 5

ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ Physopelta gutta (Burmeister) 1

ｶﾒﾑｼ ｸｻｷﾞｶﾒﾑｼ Halyomorpha picus (Fabricius) 1

ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｾﾀﾞｶｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ Elaphropus nipponicus (Habu et Baba) 2

ｺｶﾞｼﾗﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ Pterostichus microcephalus (Motschulsky) 3

ﾖﾘﾄﾓﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ Pterotichus yoritomomus Bates 2

ﾏﾙｶﾞﾀﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus arcuaticollis (Motschulsky) 7

ｹｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus vicarius Harold 21

ｱﾄﾎﾞｼｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius naeviger Morawitz 2

ｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius pallipes Gebler 1

ｸﾋﾞﾎﾞｿｺﾞﾐﾑｼ Galerita orientalis Schmidt-Gobel 4

ﾎｿｸﾋﾞｺﾞﾐﾑｼ ｵｵﾎｿｸﾋﾞｺﾞﾐﾑｼ Brachinus scotomedes Redtenbacher 3

ｴﾝﾏﾑｼ ﾋﾒｴﾝﾏﾑｼ Margarinotus (Ptomister) weymarni Wenzel, 1944 1

ﾊﾈｶｸｼ ｸﾛｻﾋﾞｲﾛﾊﾈｶｸｼ Ocypus lewisius Sharp 3 1

Ocypus属の一種 Ocypus sp. 1

Aleocharinae亜科の一種 Aleocharinae gne. sp. 1

Anotylus属の一種 Anotylus sp. 1 1

Oxytelus属の一種 Oxytelus sp. 1 15

Philonthus属の一種 Philonthus sp. 2

ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ ｵｵｾﾝﾁｺｶﾞﾈ基亜種 Phelotrupes (Chromogeotrupes) auratus auratus (Motschulsky) 1

ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ Phelotrupes (Eogeotrupes) laevistriatus (Motschulsky) 14

ｺｶﾞﾈﾑｼ ｺﾌﾞﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus (Gibbonthophagus) atripennis Waterhouse 4

ｸﾛﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus (Phanaeomorphus) ater Waterhouse 4

ﾌﾄｶﾄﾞｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus (Phanaeomorphus) fodiens Waterhouse 1 4

ｶﾄﾞﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus (Strandius) lenzii Harold 1

ﾂﾔｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Parascatonomus (Necramator) nitidus (Waterhouse) 3 6

ｹｼｷｽｲ ﾏﾙｷﾏﾀﾞﾗｹｼｷｽｲ Stelidota multiguttata Reitter 1

ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ﾎﾝﾄﾞｸﾛｵｵｸﾁｷﾑｼ Upinella fuliginosa (Mäklin) 3

ﾊﾁ ｱﾘ ｵｵﾊﾘｱﾘ Brachyponera chinensis (Emery) 1 8

ﾔﾏﾄｱｼﾅｶﾞｱﾘ Aphaenogaster smythiesi japonica Forel 5 120

ｷｲﾛｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster osakensis Forel 5

ﾋﾒｱﾘ Monomorium intrudens F.Smith 1

ｱｽﾞﾏｵｵｽﾞｱﾘ Pheidole fervida F.Smith 112

ｱﾐﾒｱﾘ Pristomyrmex pungens Mayr 4 72

ﾑﾈｱｶｵｵｱﾘ Camponotus obscuripes Mayr 14

ｳﾒﾏﾂｵｵｱﾘ Camponotus tokioensis Ito 1

ｸｻｱﾘﾓﾄﾞｷ Lasius spathepus Wheeler 31

ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ Lasius niger (Linnaeus) 34

ｱﾒｲﾛｱﾘ Paratrechina flavipes (F.Smith) 240 1750

ﾄｹﾞｱﾘ Polyrhachis lamellidens F.Smith 3

ﾊﾔｼｸﾛﾔﾏｱﾘ Aphaenogaster famelica rudia Wheeler 1

ﾊｴ ﾉﾐﾊﾞｴ ﾉﾐﾊﾞｴ科の一種 Phoridae gen. sp. 1

ﾐﾊﾞｴ ﾐﾊﾞｴ科の一種 Tephritidae gen. sp. 1

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ科の一種 Agromyzidae gen. sp. 3

ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ Drosophila属の一種 Drosophila sp. 1
ｸﾛﾊﾞｴ ｷﾝﾊﾞｴ Lucilia caesar Linnaeus 1

ﾐﾄﾞﾘｷﾝﾊﾞｴ Lucilia illustris Meigen 1

Lucilia属の一種 Lucilia sp. 1

ｸﾛﾊﾞｴ科の一種 Calliphoridae gen. sp. 1

38種 33種

515個体 2080個体

分          類 調査地点

8目 24科 60種
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4-6 過年度調査との比較 

現況調査の調査結果と今年度を含む事後調査結果の比較を行いました。なお、基本的に同じ地点、

同じ調査時期の結果を比較するため、現況調査結果のうち、T-4、対照地点での夏季調査の結果のみ

を抽出して比較することとしました。その結果を表 2-4-4,5に示します。 

事業実施区域内の T-4では、今年度の調査で 8目 19科 38種が確認され、前年度（6目 17科 34

種）と同様、現況調査時の 3 目 8 科 26 種から増加する傾向がみられました。これは、前年に引き

続いて現況調査時に確認されなかったバッタ目、ゴキブリ目、ハエ目等が確認された事や、オサム

シ科に含まれるゴミムシ類の種数が増加した事によるものです。また前年、調査地点が地表徘徊性

の昆虫類にとって良好な環境に変化してきたことを示唆する根拠となった、モリチャバネゴキブリ

やハヤシウマなども引き続き確認されました。このことから、現況調査時には生息していなかった

これらの種(種群)が、現在では調査地点付近に安定して生息している可能性が考えられます。その

他、センチコガネ類やエンマコガネ類といった獣糞に集まる昆虫類(いわゆる糞虫類)も前年に引き

続いて多数確認され、依然として調査地点付近がシカを含む獣類に利用されている可能性が考えら

れます。 

一方、事業実施区域外に位置する対照地点では、今年度の調査では 6 目 14 科 33 種が確認され、

現況調査時の 5目 12科 19種や、前年度の 6目 16科 25種の結果と比較して増加しました。この原

因として、エンマコガネ類等のコガネムシ科やアリ科の確認種が増加したことによるものと考えら

れます。このうちエンマコガネ類は獣糞に集まる昆虫類(いわゆる糞虫類)であることから、現況調

査時に比べシカ等、獣類の調査地点付近への出現が増えている可能性があり、これが糞虫類の増加

の一因と考えられます。しかしながら、確認種を分類群別に見ますと、構成する目や科に目立った

変化はなく、それぞれに含まれる種についても確認種数の変動はみられますが、現況調査時とほぼ

類似したものでした。また調査地点付近の環境についても、スギ・ヒノキ植林の林内で林床に下層

植生がほとんど見られない状態は変わっていません。このことから、対照調査地点付近に生息する

地表徘徊性の昆虫類にも大きな変化はみられないと考えられます。 

 

表 2-4-4 過年度調査結果との比較(分類群別確認種数)

現況調査
事後調査

(H29)
事後調査

(H30)
現況調査

事後調査
(H29)

事後調査
(H30)

イシノミ目 1

トビムシ目 2 1 1 1

ゴキブリ目 1 1

バッタ目 3 4 3 5 5

ハサミムシ目 1

カメムシ目 1 1 2 2 2

コウチュウ目 11 18 16 10 10 14

ハチ目 14 6 9 3 6 8

ハエ目 4 5 1 3

合計 26 34 38 19 25 33

分類群

調査地点

T-4 対象
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4-7 まとめ 

今年度を含む事後調査時と現況調査時の結果との比較の結果、事業実施区機内の T-4では、植

生の遷移(高茎草本の増加等)やシカ等獣類の当該地域の利用状況の変化により、バッタ目や糞虫

類等のコウチュウ目の確認数が増加する傾向がみられましたが、その他の種構成については大き

な変化はみられませんでした。 

また、対照地点においてもシカ等の獣類の利用状況の変化に起因すると見られる糞虫類等の確

認種数の増加傾向がみられましたが、その他の種構成については大きな変化は見られませんでし

た。 

このように昆虫類相には現況調査時から若干の変化がみられましたが、その原因と考えられる

もののうち獣類の利用状況の変化については、事業実施区域内の T-4ならびに対照地点ともにみ

られる傾向であり、本事業による影響とは考えられません。なお、T-4については、この他にもバ

ッタ類等が増加する等、やや変化は見られましたが、これは植生の変化に伴うものであり、この

植生の変化についても本事業による影響とは考えられません。その他の種構成については、特段

の変化はみられないことから、本事業による昆虫類相への影響はないと考えられます。 
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表 2-4-5(1) 過年度調査結果との比較(昆虫類相) 

現況
調査

事後
調査
(H29)

事後
調査
(H30)

現況
調査

事後
調査
(H29)

事後
調査
(H30)

ｲｼﾉﾐ ｲｼﾉﾐ ｲｼﾉﾐ Pedetontus nipponicus ○

ﾄﾋﾞﾑｼ ﾋﾒﾄﾋﾞﾑｼ ﾋﾒﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Hypogastruridae gen  sp ○ ○

ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ ｱﾔﾄﾋﾞﾑｼ科の一種 Entomobryidae gen  sp ○ ○ ○

ｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾓﾘﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ Blattella nipponica Asahina ○ ○

ﾊﾞｯﾀ ｶﾏﾄﾞｳﾏ ﾏﾀﾞﾗｶﾏﾄﾞｳﾏ Diestrammena japonica Karny ○ ○ ○

ﾊﾔｼｳﾏ Diestrammena itodo Sugimoto et Ichikawa ○ ○ ○ ○

ｺｵﾛｷﾞ ｸﾁｷｺｵﾛｷﾞ Duolandrevus ivani (Gorochov) ○ ○ ○

ﾊﾗｵｶﾒｺｵﾛｷﾞ Loxoblemmus ampester Matsuura ○

Loxoblemmus属の一種 Loxoblemmus sp. ○

ｴﾝﾏｺｵﾛｷﾞ Teleogryllus emma (Ohmachi et Matsuura) ○

ｼﾊﾞｽｽﾞ Pteronemobius mikado (Shiraki) ○

ｱﾘﾂｶｺｵﾛｷﾞ ｵｵｱﾘﾂｶｺｵﾛｷﾞ Myrmecophilus gigas Ichikawa ○

ｷﾘｷﾞﾘｽ ﾋﾒｷﾞｽ Metrioptera hime Furukawa ○

ﾋｼﾊﾞｯﾀ ﾊﾗﾋｼﾊﾞｯﾀ Tetrix japonica (Bolivar) ○ ○ ○ ○

ﾊｻﾐﾑｼ ﾊｻﾐﾑｼ ﾋｹﾞｼﾞﾛﾊｻﾐﾑｼ Gonolabis marginalis (Dohrn) ○

ｶﾒﾑｼ ｸﾛﾋﾗﾀﾖｺﾊﾞｲ ｸﾛﾋﾗﾀﾖｺﾊﾞｲ Penthimia nitida Lethierry ○

ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ｵｵﾓﾝｼﾛﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Metochus abbreviatus (Scott) ○ ○ ○

ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ Physopelta gutta (Burmeister) ○

ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ Riptortus clavatus (Thunberg) ○

ﾂﾁｶﾒﾑｼ ﾂﾁｶﾒﾑｼ Macroscytus japonensis (Scott) ○

ｶﾒﾑｼ ｸｻｷﾞｶﾒﾑｼ Halyomorpha picus (Fabricius) ○

ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ ｵｵｵｻﾑｼ Carabus dehaanii dehaanii Chaudoir ○ ○

ｵｵｸﾛﾅｶﾞｵｻﾑｼ Leptocarabus kumagaii Komiya et Kimura ○

ｸﾛﾅｶﾞｵｻﾑｼ Leptocarabus procerulus procerulus ○ ○

ｾﾀﾞｶｺﾐｽﾞｷﾞﾜｺﾞﾐﾑｼ Elaphropus nipponicus (Habu et Baba) ○

ｺｶﾞｼﾗﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ Pterostichus microcephalus (Motschulsky) ○ ○ ○ ○

ﾖﾘﾄﾓﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ Pterotichus yoritomomus Bates ○

ﾏﾙｶﾞﾀﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus arcuaticollis (Motschulsky) ○

ｵｵｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus nitidus (Motschulsky) ○

ﾋﾒﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus dulcigradus (Bates) ○

ｹｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus vicarius Harold ○ ○

ｷﾍﾞﾘｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius circumductus Morawitz ○

ﾋﾄﾂﾒｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius deliciolus Bates ○

ｱﾄﾎﾞｼｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius naeviger Morawitz ○ ○

ｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius pallipes Gebler ○ ○

ｵｵｷﾍﾞﾘｱｵｺﾞﾐﾑｼ Epomis nigricans (Wiedemann) ○

ｸﾋﾞﾎﾞｿｺﾞﾐﾑｼ Galerita orientalis Schmidt-Gobel ○ ○ ○

Pterostichus属の一種 Pterostichus sp. ○

ﾎｿｸﾋﾞｺﾞﾐﾑｼ ｵｵﾎｿｸﾋﾞｺﾞﾐﾑｼ Brachinus scotomedes Redtenbacher ○ ○

ﾐｲﾃﾞﾗｺﾞﾐﾑｼ Pheropsophus jessoensis Morawitz ○

ｴﾝﾏﾑｼ ｺｴﾝﾏﾑｼ Margarinotus niponicus (Lewis) ○

ﾋﾒｴﾝﾏﾑｼ Margarinotus (Ptomister) weymarni Wenzel, 1944 ○

ﾊﾈｶｸｼ ﾅｶｱｶﾋｹﾞﾌﾞﾄﾊﾈｶｸｼ Aleochara curtula Goeze ○

Aleocharinae亜科の一種 Aleocharinae gne  sp ○

ﾙｲｽｾｽｼﾞﾊﾈｶｸｼ Anotylus lewisius (Sharp) ○ ○ ○

Anotylus属の一種 Anotylus sp. ○ ○

Atheta属の一種 Atheta sp. ○

ｵｵﾏﾙｽﾞﾊﾈｶｸｼ Domene crassicornis (Sharp) ○

ﾋﾒｱｶｾｽｼﾞﾊﾈｶｸｼ Oxytelus migrator Fauvel ○

Oxytelus属の一種 Oxytelus sp. ○ ○

ｸﾛｻﾋﾞｲﾛﾊﾈｶｸｼ Ocypus lewisius Sharp ○ ○

ﾁﾋﾞﾄﾞｳｶﾞﾈﾊﾈｶｸｼ Ocypus parvulus Sharp ○

Ocypus属の一種 Ocypus sp. ○

Philonthus属の一種 Philonthus sp. ○

ﾄﾋﾞﾑｼﾊﾈｶｸｼ Platyola paradoxa Bernhauer ○

ｸﾛﾂﾔｱﾘﾉｽﾊﾈｶｸｼ Zyras comes (Sharp) ○

ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ ｵｵｾﾝﾁｺｶﾞﾈ基亜種 Phelotrupes (Chromogeotrupes) auratus auratus (Motschulsky) ○ ○ ○

ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ Phelotrupes (Eogeotrupes) laevistriatus (Motschulsky) ○ ○ ○ ○

ｺｶﾞﾈﾑｼ ｺﾞﾎﾝﾀﾞｲｺｸｺｶﾞﾈ Copris acutidens Motschulsky ○

ｺﾌﾞﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus (Gibbonthophagus) atripennis Waterhouse ○ ○

ｸﾛﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus (Phanaeomorphus) ater Waterhouse ○

ﾌﾄｶﾄﾞｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus (Phanaeomorphus) fodiens Waterhouse ○ ○ ○

ｶﾄﾞﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus (Strandius) lenzii Harold ○ ○

ﾂﾔｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Parascatonomus (Necramator) nitidus (Waterhouse) ○ ○ ○

ｺﾒﾂｷﾑｼ Agriotes属の一種 Agriotes sp. ○

ｸﾁﾌﾞﾄｺﾒﾂｷ Silesis musculus musculus Candeze ○

ｹｼｷｽｲ ﾏﾙｷﾏﾀﾞﾗｹｼｷｽｲ Stelidota multiguttata Reitter ○ ○ ○

ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ｵｵｸﾁｷﾑｼ Allecula fuliginosa Maklin ○

ﾎﾝﾄﾞｸﾛｵｵｸﾁｷﾑｼ Upinella fuliginosa (Mäklin) ○

ｿﾞｳﾑｼ ｼﾛﾋｹﾞﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ Platystomos sellatus (Roelofs) ○

ｷｸｲﾑｼ Poecilips属の一種 Poecilips sp. ○

分 類 調査地点

目 科 種 (学名)

T-4 対照
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表 2-4-5(2) 過年度調査結果との比較(昆虫類相) 

現況
調査

事後
調査
(H29)

事後
調査
(H30)

現況
調査

事後
調査
(H29)

事後
調査
(H30)

ﾊﾁ ﾀﾏｺﾞｸﾛﾊﾞﾁ ﾀﾏｺﾞｸﾛﾊﾞﾁ科の一種 Scelionidae gen  sp ○

ｱﾘ ｵｵﾊﾘｱﾘ Brachyponera chinensis (Emery) ○ ○ ○ ○ ○

ｱｼﾅｶﾞｱﾘ Aphaenogaster famelica famelica (F.Smith) ○

ﾔﾏﾄｱｼﾅｶﾞｱﾘ Aphaenogaster smythiesi japonica Forel ○ ○ ○

ｷｲﾛｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster osakensis Forel ○ ○ ○

ﾋﾒｱﾘ Monomorium intrudens F.Smith ○ ○

ｱｽﾞﾏｵｵｽﾞｱﾘ Pheidole fervida F.Smith ○

ｱﾐﾒｱﾘ Pristomyrmex pungens Mayr ○ ○ ○ ○

ｳﾛｺｱﾘ Strumigenys lewisi Cameron ○ ○

ﾄﾋﾞｲﾛｼﾜｱﾘ Tetramorium caespitum (Linnaeus) ○

ｼﾍﾞﾘｱｶﾀｱﾘ Hypoclinea sibirica (Emery) ○

ｳﾒﾏﾂｱﾘ Vollenhovia emeryi Wheeler ○

ﾑﾈｱｶｵｵｱﾘ Camponotus obscuripes Mayr ○ ○ ○

ｳﾒﾏﾂｵｵｱﾘ Camponotus tokioensis Ito ○

ﾊﾔｼｸﾛﾔﾏｱﾘ Formica (Serviformica) hayashi Terayama & Hashimoto ○

ｸｻｱﾘﾓﾄﾞｷ Lasius spathepus Wheeler ○ ○

ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ Lasius niger (Linnaeus) ○ ○ ○

ｱﾒｲﾛｱﾘ Paratrechina flavipes (F.Smith) ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｻｸﾗｱﾘ Paratrechina sakurae (Ito) ○

ﾄｹﾞｱﾘ Polyrhachis lamellidens F.Smith ○ ○

ﾊﾔｼｸﾛﾔﾏｱﾘ Aphaenogaster famelica rudia Wheeler ○

ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ｵｵｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ Vespa mandarinia japonica Radoszkowski ○

ﾊｴ ﾉﾐﾊﾞｴ ﾉﾐﾊﾞｴ科の一種 Phoridae gen  sp ○ ○

ﾂﾔﾎｿﾊﾞｴ ﾋﾄﾃﾝﾂﾔﾎｿﾊﾞｴ Sepsis monostigma Thomson ○

ﾐﾊﾞｴ ﾐﾊﾞｴ科の一種 Tephritidae gen  sp ○

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ科の一種 Agromyzidae gen  sp ○

ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ Drosophila属の一種 Drosophila sp. ○ ○

ｸﾛﾊﾞｴ ｷﾝﾊﾞｴ Lucilia caesar Linnaeus ○ ○

ﾐﾄﾞﾘｷﾝﾊﾞｴ Lucilia illustris Meigen ○ ○

Lucilia属の一種 Lucilia sp. ○

ｸﾛﾊﾞｴ科の一種 Calliphoridae gen  sp ○

9目 36科 26種 34種 38種 19種 25種 33種102種

分 類 調査地点

目 科 種 (学名)

T-4 対照
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5-4 調査結果 

現況調査時には明星ヶ岳(事業実施区域の西側)、雨引山(事業実施区域の北側)の両山麓で営巣・

繁殖(明星ヶ岳つがい、雨引山つがい)しているのが確認され、事業実施区域がこれらの狩り場の一

部として利用されていましたが、事後調査開始以降は雨引山山麓でのみ営巣･繁殖が確認され、明星

ヶ岳山麓では営巣･繁殖は確認されませんでした。 

今年度も雨引山山麓の既知の営巣地付近で新たな巣を造巣して繁殖活動を行い、幼鳥が 3個体い

るのが確認されました。なお、当該つがいと見られる個体の行動範囲は雨引山南～東側山麓部に集

中し、前田川を越えて事業実施区域側に飛翔する事例が上空通過を含めても非常に少なく、前田川

を越える場合も工事が実施されていない事業実施区域西側に偏る傾向が見られました。この傾向は、

造成工事が始まって以降の調査で見られていた傾向ですが、今年度はより顕著になったように見受

けられます。これは、造成工事により従前、狩り場として利用していた前田川の河畔林や耕作地等

が消失したうえ、重機の稼働や作業員の存在が影響したものと考えられます。 

ただし、これまで同様に繁殖活動が行なわれ雛・幼鳥が成長していることから、雨引山南～東側

山麓部を中心とした一帯で繁殖活動に必要な餌資源量は確保されているものと考えられます。した

がって、本事業による現状以上の改変は行われないことから、雨引山山麓部については、今後も営

巣･繁殖が行なわれる可能性が高いものと考えられます。 

一方、事後調査開始以降、営巣･繁殖が確認されていない明星ヶ岳東側山麓部では、昨年、一昨年

と同様、出現頻度が低く繁殖を示唆する行動も確認されませんでしたが、既知の営巣地付近の別木

に本種の巣と見られる構造物が新たにつくられているのが確認されました。同巣は完成したもので

はなく、利用された形跡も見られませんでした。また、明確に同所の当該つがいと見られる個体の

特定にも至りませんでしたが、今後、同所での営巣･繁殖の可能性を示唆する情報と考えられます。

したがって、次年度以降同所にて営巣･繁殖を行なう可能性はあるものと考えられます。 

各月の確認状況は以下に、確認位置は図 2-5-2～6に示したとおりです。 

 

【4月】 

事業実施区域西側一帯を含め明星ヶ岳、雨引山山麓部を中心に 14例が確認されました。 

確認事例のうち 6例が成鳥で 8例が性齢不明の個体でした。これら確認事例の中には、春の渡り

と見られる北東～東方向へ長距離飛翔する事例も多数含まれていました(写真 2-5-1)。なお、既知

の営巣地が存在する雨引山南東側の山麓部では、17日調査時に成鳥と見られる個体が鳴きながら営

巣地の位置する谷内に入った後、頻繁に谷内で鳴き声が聞こえた他、2 個体が相次いで谷内から出

てくるのが確認されました。 
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 写真 2-5-1 通過個体と見られるサシバ 

 

【5月】 

雨引山南東～東側山麓部を中心に事業区域付近や前田川流域の一帯で 9例が確認されました。 

確認事例のうち 8例が成鳥で 1例が性齢不明の個体でした。18日には雨引山南側上空で 2個体が

ハチクマと同時に出現し、うち1個体が深い羽ばたき(誇示飛翔の一種)を行なって東寄りに飛翔し、

雨引山東側の丘陵地に消失するのが確認されました(写真 2-5-2)。また、19日は既知の営巣地付近

の上空で深い羽ばたきを行なった後、既知の営巣地よりやや北側の谷内に急降下するのが確認され

た他、そこからほど近い雨引山東側山麓部で雄と見られる成鳥が度々出現するのが確認されました

(写真 2-5-3)。 

 

  
写真 2-5-2 ハチクマと飛翔するサシバ(左)   真 2-5-3 雄成鳥と見られるサシバ 

 

【6月】 

雨引山南～東側山麓部を中心に明星ヶ岳東側山麓にかけて 57例が確認されました。 

確認事例のうち 44例が成鳥(雄･雄ﾀｲﾌﾟが 22例、雌･雌ﾀｲﾌﾟが 3例、性不明が 19例)で、若鳥が

4例、幼鳥が 1例(3個体)、性齢不明が 8例でした。21日、22日ともに、雨引山南東側の既知の

営巣地付近では、当該の雄成鳥と見られる個体が度々出現し、頻繁に近傍を飛翔したり、とまっ

たりした(写真 2-5-4,5)他、21日には付近に出現した若鳥(侵入個体)を追い立てるような行動が

確認されました。また、出現頻度は低いものの雌成鳥と見られる個体も出現していたことから、

既知の営巣地付近で営巣しているものと想定し、同所の林内踏査を実施しました。その結果、過

年度の調査で確認された巣は利用されていませんでしたが、近傍河岸のヒノキに新たに架けられ





 
35 

【7月】 

既知の営巣地付近の位置する雨引山南～東側山麓部を中心に明星ヶ岳付近を含め 21 例が確認さ

れました。 

確認事例のうち 12例が成鳥(雄･雄ﾀｲﾌﾟが 5 例、雌･雌ﾀｲﾌﾟが 1 例、性不明が 6例)で、性齢不明

が 12例でした。12日、13日ともに雨引山南東側の営巣地付近では当該の雌雄と見られる成鳥が確

認され(写真 2-5-8)、侵入個体と見られる個体を追い立てたり、深い羽ばたきの誇示飛翔等の行動

が確認されましたが、餌の運搬等の行動は確認されませんでした。なお、13日に 6月調査で確認さ

れた営巣地に改めて踏査を実施した結果、幼鳥は既に巣立った様子で、巣内およびその近傍で姿は

確認されませんでしたが(写真 2-5-9)、この際に営巣地より谷奥側(北西側)から複数の鳴き声が聞

こえてきました。この声は、成鳥の鳴き声に比べてややか細く、幼鳥の声である可能性が高いと考

えられます。また、定点調査では明らかに幼鳥と判断される個体は確認されなかったものの、色調・

模様等の詳細は不明ながら全く欠落の見られない個体が確認されました。これらの個体は出現状況

等から幼鳥の可能性が高いと考えられます。一方、12日には明星ヶ岳東側山麓部で雄成鳥のとまり

が確認されました。 

 

  
写真 2-5-8 当該雌成鳥と見られるサシバ  写真 2-5-9 6月に確認されたサシバの巣 

                     (雨引山山麓) 

 

【8月】 

雨引山付近一帯で 9例が確認されました。 

確認事例のうち 3 例が今年度巣立った幼鳥(写真 2-5-10)で、残り 6 例が性齢不明の個体でした

が、その多くが出現状況等から幼鳥である可能性が高いと考えられます。これらの個体は雨引山東

側上空で複数個体がじゃれ合うように飛翔したり、出現したハチクマを追うように飛翔するのが確

認されましたが、必ずしも今年度の営巣地付近だけにとどまらず、前田川沿いの耕作地付近でも確

認されました。 
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   写真 2-5-10 確認されたサシバ幼鳥 
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5-5 考察及び過年度調査結果との比較 

1)今年度の繁殖状況 

今年度の当該地域でのサシバについては、前年度までと同様、雨引山南東側山麓部で営巣し、繁

殖活動を行ないました。6 月調査時に新たな巣が確認され、同巣内で巣立ち間近の幼鳥 3 個体が確

認されました。翌 7月調査時には、定点観察、林内踏査ともに幼鳥の姿は確認されませんでしたが、

林内踏査時に営巣地より上流側の林内から幼鳥のものと思われる餌乞声が確認されました。また、

成鳥が引き続き他個体に対して排除行動を行っていたので、この時点では営巣地近傍に幼鳥がとど

まっていたものと考えられます。なお、翌 8月調査時には雨引山南～東側の一帯で複数の幼鳥が確

認されました。この時期になると、既に幼鳥も親元を離れて独立し、移動することがあるため、必

ずしもすべてが当該地区で巣立った幼鳥とは断定出来ませんが、雨引山山麓の営巣地付近に執着す

るような行動も見られたことから、当該地区で巣立った幼鳥の可能性が高いと考えられます。 

なお、当該地域で繁殖活動が確認されたのは雨引山山麓部のみで有り、現況調査時に営巣･繁殖が

確認された明星ヶ岳山麓部やその周辺地域では、明確な繁殖行動は確認されませんでしたが、明星

ヶ岳東側山麓部ではサシバの巣と見られる構造物が確認されたことから、繁殖活動を始めたものの、

何らかの理由で中断したものと考えられます。 

このような状況から、何らかの特段の理由が無ければ、次年度以降も雨引山山麓部で営巣・繁殖

を行う可能性が高いものと考えられます。また、明星ヶ岳山麓でも新たに営巣･繁殖を行う可能性が

あるものと考えられます。 

 

2)生息状況の変化 

今年度の当該地域でのサシバの出現状況の特徴としては、過去 2年間の事後調査時と比較し、サ

シバの確認数が大きく回復し、現況調査時に匹敵する確認数になったことがあげられます。表 2-5-

4 に今年度も含めた 5 ヶ年の繁殖期(4 月から 7 月を想定)ののべ確認事例数を示します。これを見

ると 6 月、7 月調査時の確認数がこれまでの調査に比べて大幅に増加しています。これに対し、繁

殖期初期(造巣期～抱卵期～巣内育雛期初期にあたる)の 4月、5月調査時の確認事例数は平成 28年

度、同 29年度の事後調査と同程度にとどまっています。なお、6月、7月調査時に確認事例数が多

かった理由としては、調査時に侵入個体が出現したことにより、これらに対する排除行動が行われ

たこと、さらに東寄りに飛翔する傾向から雨引山東側を観察する調査地点(St.16 や移動地点)を置

いたことが要因と考えられます。なお、4 月、5 月調査時の確認事例が過去 2 年の事後調査並で現

況調査時に及ばなかったのは、現況調査時には雨引山山麓に加え明星ヶ岳山麓ででも営巣･繁殖し

ていたことが大きいと考えられますが、工事が始まり雨引山山麓に営巣する個体の出現傾向が変わ

ったことが要因と考えられます。 
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表 2-5-4 調査月別確認個体数の推移 

平成25年 28 27 40 8 103

平成26年 8 32 38 9 87
平成28年 12 13 27 2 54
平成29年 15 3 12 10 40
平成30年 14 9 57 21 101

合計調査年 4月 5月 6月 7月

 

 

同じく繁殖期間中(4月から 7月)の出現軌跡を図 2-5-7～11に示します。 

これを見ると、今年度の繁殖期間中には事業実施区域付近、特に改変区域付近に殆ど出現してい

ません。この傾向は造成事業が始まった平成 28 年度から見られていましたが、工事が進捗した昨

年はより顕著になり、今年度も同様の傾向が続いています。上空通過等の僅かな事例を除くと殆ど

出現例がありません。これが事後調査開始以降の確認事例数の減少の原因と考えられます。 

この出現傾向の変化の理由として、雨引山に近い改変区域一帯の工事が進捗したためと考えられ

ます。工事が進捗したことにより、樹木伐採、表土の剥ぎ取り、地形改変が進み、現況調査時には

サシバが狩り場として利用していた茶畑や草地、前田川右岸側の河畔林等が消失し、狩り場として

の利用価値が無くなったことに加え、常時重機が稼働し作業員がいる状況を警戒して、隣接する前

田川沿いの水田付近にもあまり近寄らなくなったものと考えられます。参考までに現況調査時なら

びに事後調査時の事業実施区域の状況を図 2-5-12 に示します(St.1 は事業実施区域北側、St.6 は

事業実施区域南側の調査地点)。 

雨引山つがいについては、現況調査時は前田川を越えて右岸側河畔林や耕作地脇の樹木にとまり、

耕作地や草地で探餌やハンティングを行う事例が度々確認されていましたが、昨年度ならびに今年

度はその行動が殆ど、前田川左岸側で完結していました。実際、これまで以上に営巣地の東～北東

側の雨引山東側山麓方向に飛翔する事例が多く、今年度もこれまでと同じ営巣地を利用したものの、

工事が始まる以前とは主たる狩り場を変えていたものと考えられます。もちろん、各調査時の天候

や調査日の設定時期によって出現状況が変わる可能性も考えられますが、昨年度以降は明らかに本

事業の実施がサシバ、ことに雨引山つがいの行動に影響を及ぼしていたものと考えられます。 

明星ヶ岳つがいについては、事後調査開始以降、当該地域での繁殖はしておらず、定着の有無す

ら明らかでないため本事業の実施による影響については不明です。ただし、明星ヶ岳東側山麓の事

業実施区域西側の一帯は、雨引山に近い事業実施区域北東側に比べ残地として温存されています。

したがって、今後、新たなつがいが形成され定着した場合、同所にて営巣･繁殖する可能性はあるも

のと考えられます。 

なお、今年度で工事が終了しました。次年度以降は重機の稼働が無くなり、現在裸地になってい

る箇所も緑化が施される等して環境が変化すると、これらの箇所を狩り場に利用する等、サシバの

行動が変化する可能性も考えられます。したがって、供用開始後に明星ヶ岳、雨引山ともに営巣･繁

殖の有無を確認するとともに、それらの行動範囲がどのように変化するに注意を払いながら調査を

実施することとします。 
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図 2-5-7 繁殖期中の出現軌跡(平成 30年) 

 

 

 
図 2-5-8 繁殖期中の出現軌跡(平成 29年) 
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図 2-5-9 繁殖期中の出現軌跡(平成 28年) 

 

 

 
図 2-5-10 繁殖期中の出現軌跡(平成 26年) 
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図 2-5-11 繁殖期中の出現軌跡(平成 25年) 
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資料 3-2 動物相（鳥類相）調査風景（平成 30年 6月 1日：R-2） 
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資料 4-2 動物相（昆虫類相）調査風景（平成 30年 8月 1日～2日：T-4事業実施区域内） 
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5．生態系（サシバ）調査 
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資料 5-4 生態系（サシバ）調査風景（H30.4.16：St.11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 5-5 生態系（サシバ）調査風景（H30.4.16：St.23） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 5-6 生態系（サシバ）調査風景（H30.5.18：St.5） 
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資料 5-7 生態系（サシバ）調査風景（H30.5.18：St.6） 
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資料 5-9 生態系（サシバ）調査風景（H30.5.18：St.11） 
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資料 5-10 生態系（サシバ）調査風景（H30.5.16：St.23） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 5-11 生態系（サシバ）調査風景（H30.6.21：St.10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 5-12 生態系（サシバ）調査風景（H30.6.21：St.11） 
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資料 5-13 生態系（サシバ）調査風景（H30.6.21：St.23） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 5-14 生態系（サシバ）調査風景（H30.6.21：St.24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 5-15 生態系（サシバ）調査風景（H30.6.21：移動） 
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資料 5-16 生態系（サシバ）調査風景（H30.7.12：St.6） 
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資料 5-19 生態系（サシバ）調査風景（H30.7.12：St.13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 5-20 生態系（サシバ）調査風景（H30.7.12：St.24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 5-21 生態系（サシバ）調査風景（H30.8.7：St.1） 
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資料 5-22 生態系（サシバ）調査風景（H30.8.7：St.6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 5-23 生態系（サシバ）調査風景（H30.8.7：St.10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 5-24 生態系（サシバ）調査風景（H30.8.7：St.23） 
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資料 5-25 生態系（サシバ）調査風景（H30.8.7：St.24） 
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6．生態系（サシバ）の調査結果一覧 

資料 6-1 生態系（サシバ：4月）の調査結果一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

№ 調査日 確認時刻 消失時刻 雌雄 成幼 特記行動 行動詳細 高度(m) 特徴 確認地点

107 2018/4/16 8:50:19 8:51:46 不明 成鳥 明星ヶ岳東側山麓部上空で№108とともに旋回･帆翔した後、東寄りに滑翔しやや降下。
手前尾根陰に入り消失。

250-270 色調等から成鳥。その他、詳
細は不明。

St.11

108 2018/4/16 8:50:19 8:51:46 不明 成鳥 明星ヶ岳東側山麓部上空で№107とともに旋回･帆翔した後、東寄りに滑翔しやや降下。
手前尾根陰に入り消失。

250-270 色調等から成鳥。その他、詳
細は不明。

St.11

109 2018/4/16 10:55:01 10:55:41 不明 不明 尾根付近上空で旋回･帆翔し、やや上昇した後、東寄りに滑翔し徐々に降下。手前樹林
陰に入り消失。

190-230 詳細不明。 St.10

110 2018/4/16 11:25:25 11:25:50 不明 不明 尾根付近上空から北東方向へ滑翔し徐々に降下。そのまま直進し手前尾根陰に入り消
失。

280-350 詳細不明。 St.6,23

111 2018/4/17 10:05:20 10:16:05 不明 成鳥 Call 尾根付近上空で鳴きながら旋回･帆翔し徐々に上昇。この間、№112が飛来し、2個体で
旋回･帆翔。その後、№112に先行して北東方向へ滑翔し徐々に降下。雨引山山麓部上
空で再び旋回･帆翔しながら上昇し、南寄りに移動した後、東～北東方向へ滑翔。ゴルフ
場付近の上空で三度旋回･帆翔に転じ、やや上昇した後、東寄りに滑翔。手前尾根陰に
入り消失。

230-400 色調等から成鳥。右翼初列に
小欠損が有ったようだが詳細
は不明。

St.10,23

112 2018/4/17 10:07:25 10:11:09 不明 不明 時々搏翔を交えて旋回･帆翔し徐々に上昇しながら東寄りに移動した後、旋回をやめて搏
翔を交えて南寄りに滑翔し徐々に降下。その後、徐々に進路を西寄りに変えて滑翔を続
け、手前樹林陰に入り消失。

360-510 詳細不明。 St.5

113 2018/4/17 10:08:32 10:11:09 不明 不明 №111観察中に視界内に入ってくる。№111とともに旋回･帆翔し、徐々に上昇した後、先
行した№111を追うように北東方向へ滑翔。雨引山南東側上空に達したところで手前尾根
陰に入り消失。

300-400 詳細不明。 St.23

114 2018/4/17 10:10:16 10:10:18 不明 不明 №111観察中に視界内に入ってくる。尾根付近の直上を北東方向へ滑翔。すぐに視界か
ら外れて消失。

180 詳細不明。 St.10

115 2018/4/17 10:31:08 10:38:06 ♀ﾀｲﾌﾟ 成鳥 明星ヶ岳南東側山麓上空で№116に先行して搏翔を交えた滑翔で東寄りに飛翔した後、
進路を北寄りに変える。その後、旋回･帆翔を度々交えながら№116とともに明星ヶ岳東側
山麓上空を北寄りに移動。前田川右岸上空から北東方向へ滑翔･降下。雨引山南東側山
麓部上空で旋回･帆翔した後、№116に先行して北寄りに滑翔・降下。手前尾根陰に入り
消失。

220-420 色調等から成鳥。№116よりも
大きく見え♀ﾀｲﾌﾟ。右翼初列
に複数の欠損が有る模様。

St.5,6,10,1
1,23

116 2018/4/17 10:31:08 10:38:06 ♂ﾀｲﾌﾟ 成鳥 明星ヶ岳南東側山麓上空で№115を追うように搏翔を交えた滑翔で東寄りに飛翔した後、
進路を北寄りに変える。その後、旋回･帆翔を度々交えながら№115とともに明星ヶ岳東側
山麓上空を北寄りに移動。前田川右岸上空から北東方向へ滑翔･降下。雨引山南東側山
麓部上空で旋回･帆翔した後、先行した№115を追うように北寄りに滑翔。手前尾根陰に入
り消失。

220-420 色調等から成鳥。№115よりも
小さく見え♂ﾀｲﾌﾟ。目立つ欠
損は無い模様。

St.5,6,10,1
1,23

117 2018/4/17 11:13:28 11:14:46 不明 成鳥 Call 鳴きながら尾根直上を飛翔。尾根を越えた後、西寄りに搏翔し、既知の営巣地南東側上
空で搏翔で旋回した後、北西方向へ搏翔。途中、進路を南西方向に変え降下。手前尾根
陰に入り消失。

180-200 色調等から成鳥。欠損等の詳
細は不明。

St.10

118 2018/4/17 13:59:26 13:59:30 不明 不明 Call 既知の営巣地近傍の谷上空で鳴きながら旋回･帆翔。すぐに樹林陰に入り消失。 200 詳細不明。 移動

119 2018/4/17 14:34:44 14:34:56 不明 不明 Call? 尾根付近の上空を南東方向に滑翔し、高圧鉄塔頂部をかすめて直進。手前樹林陰に入り
消失。

240 詳細不明。 移動

120 2018/4/17 14:38:05 14:38:10 不明 不明 Call? 尾根付近の上空を南東方向へ搏翔し、高圧鉄塔脇を通過して直進。手前樹林陰に入り消
失。

230 詳細不明。 移動
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資料 6-2 生態系（サシバ：5月）の調査結果一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

№ 調査日 確認時刻 消失時刻 雌雄 成幼 特記行動 行動詳細 高度(m) 特徴 確認地点

121 2018/5/18 10:20:58 10:25:12 不明 成鳥 ﾊﾁｸﾏ観察中に視界内に入ってくる。ﾊﾁｸﾏと№122とともに旋回･帆翔。この間、特に接触
等の行動は無し。その後、南西方向へ滑翔。途中、旋回帆翔を交えて直進し、手前樹木
陰に入り消失。

400-550 色調等から成鳥。両翼P1が
脱落している様子。

St.6,10,11,
23

122 2018/5/18 10:20:58 10:31:44 不明 成鳥 深い羽ばたき? ﾊﾁｸﾏ観察中に視界内に入ってくる。ﾊﾁｸﾏと№121とともに旋回･帆翔。この間、特に接触
等の行動は無し。その後、東寄りに搏翔。通常の搏翔では無く誇示飛翔と見られる。途
中、旋回も交えながら不規則に飛翔した後、急降下と旋回･帆翔を繰り返して北寄りに降
下。最後は急降下して手前尾根陰に入り消失。

130-580 色調等から成鳥。両翼P2～4
付近の1枚が脱落している様
子。

St.6,10,11,
23

123 2018/5/18 12:22:32 12:22:49 不明 成鳥 尾根上空を東寄りに滑翔。そのまま直進し手前樹木陰に入り消失。 150 色調等から成鳥。その他、詳
細は不明。

St.10

124 2018/5/19 8:59:02 8:59:11 不明 不明 山麓部上空で旋回・帆翔し南寄りに移動。手前樹木陰に入り消失。 180 詳細不明。 St.16
125 2018/5/19 9:31:14 9:34:19 不明 成鳥 谷付近上空で旋回・帆翔後、西寄りに滑翔し再び旋回・帆翔に転じ徐々に上昇。その後、

南寄りに滑翔。手前樹林陰に入り消失。
210-430 色調等から成鳥。その他、詳

細は不明。
St.10,23

126 2018/5/19 9:36:10 9:37:02 ♂ﾀｲﾌﾟ 成鳥 Call 山麓部上空で旋回・帆翔し徐々に上昇しながら北西方向へ移動。この間しきりに鳴いてい
る。その後、鳴きやみ南東方向へ滑翔・降下。手前樹林陰に入り消失。

150-170 色調等から♂と見られる成
鳥。左翼P1がやや短い。

St.16

127 2018/5/19 9:37:58 9:38:14 ♂ﾀｲﾌﾟ 成鳥 山麓部上空でｶﾗｽに追われながら搏翔と滑翔を交えて北西方向へ飛翔。そのまま直進し
手前樹木陰に入り消失。

170-180 色調等から♂と見られる成
鳥。左翼P1がやや短い。

St.16

128 2018/5/19 9:39:12 9:39:34 ♂ﾀｲﾌﾟ 成鳥 山麓部上空で旋回・帆翔し徐々に上昇しながら南西方向へ移動した後、南寄りに急降
下。手前樹林陰に入り消失。

180-220 色調等から♂と見られる成
鳥。左翼P1がやや短い。

St.16

129 2018/5/19 14:48:20 14:49:40 不明 成鳥 深い羽ばたき 谷付近上空で南東方向へ滑翔した後、大きく旋回。この時、深い羽ばたきを行う。その後、
旋回をやめて北寄りに急降下。手前尾根陰に入り消失。

250-380 色調等から成鳥。その他、詳
細は不明。

St.10
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資料 6-3 生態系（サシバ：6月）の調査結果一覧① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

№ 調査日 確認時刻 消失時刻 雌雄 成幼 特記行動 行動詳細 高度(m) 特徴 確認地点

130 2018/6/21 8:14:25 8:19:41 ♀ﾀｲﾌﾟ 成鳥 探餌?
攻撃?

尾根付近ｽｷﾞ頂部に北向きにとまっている。しきりに周囲を見回す。
8:14:57,飛び立ち、西寄りに降下。
8:14:59,尾根陰に入り一時消失。
8:15:25,消失位置付近から出現し、東寄りに搏翔。
8:15:26,同じｽｷﾞ頂部に南東向きにとまる。しきりに周囲を見回す。その後、西向きにとまり
直す(その後、№131が出現)。
8:19:39,飛び立ち、東寄りに搏翔。№131を追うように反転して西寄りに搏翔。尾根上樹林
陰に入り消失。

180 色調･模様等から雌とみられ
る成鳥。欠損等の詳細は不
明。

St.10

131 2018/6/21 8:18:11 8:19:41 不明 不明 西寄りに搏翔。
8:18:12,№130のやや東側ﾋﾉｷ頂部に西向きでとまる。
8:19:40,飛び立った№130に追われるように飛び立ち、西寄りに搏翔。尾根上樹林陰に入
り消失。

170-180 詳細不明。№130に比べて色
調がやや浅く、若い個体か
も。

St.10

132 2018/6/21 8:39:52 8:40:14 不明 成鳥 谷付近上空で搏翔しながら旋回し、上昇した後、西寄りに搏翔。尾根を越え、同尾根陰に
入り消失。

170-180 色調等から成鳥。その他、詳
細は不明。

St.10

133 2018/6/21 8:56:38 8:57:29 不明 成鳥 深い羽ばたき 斜面上空で急降下。その後、深い羽ばたきで旋回しながらやや上昇(この間、№134が出
現)。再び急降下した後、深い羽ばたきで旋回しながら№134を追い立てる様に上昇。この
間、尾翼を閉じている。その後、№134観察の間に姿を消す。

200-250 色調等から成鳥。その他、詳
細は不明。

St.10

134 2018/6/21 8:56:49 8:58:13 不明 不明 №133観察中に視界内に入ってくる。№133の上空で旋回・帆翔し、№133に追い上げられ
る様に上昇。この間、尾翼は開き気味。その後、北東方向へ搏翔と滑翔を交えて直進。手
前尾根陰に入り消失。

230-270 詳細不明。 St.10

135 2018/6/21 8:59:50 8:59:51 不明 不明 谷付近上空を北寄りに搏翔し直進。手前尾根陰に入り消失。 190 詳細不明。 St.10

136 2018/6/21 9:00:12 9:00:16 不明 成鳥 谷付近上空を南寄りに搏翔。すぐに反転し北寄りに搏翔。手前尾根陰に入り消失。 200 色調等から成鳥。その他、詳
細は不明。

St.10

137 2018/6/21 9:00:44 9:02:24 不明 成鳥 林内出入(消失)? 谷付近上空で南寄りに滑翔後、すぐに旋回･帆翔。その後、西寄りに搏翔。
9:01:30,谷斜面上ｽｷﾞ頂部に西向きにとまる。
9:02:22,飛び立ち、南西方向へ搏翔。尾根上樹林陰に入り消失。林内に入ったかも。

200-240 色調等から成鳥。その他、詳
細は不明。

St.10

138 2018/6/21 9:03:24 9:04:17 不明 成鳥 谷付近上空で旋回･帆翔し、徐々に上昇しながら北東方向へ移動。その後、北東方向へ
滑翔。手前尾根陰に入り消失。

200-250 色調等から成鳥。その他、詳
細は不明。

St.10

139 2018/6/21 9:13:35 9:15:15 不明 成鳥 谷付近上空で搏翔を交えながら旋回･帆翔し徐々に上昇した後、北寄りに滑翔。途中から
滑翔速度をあげ急速に降下。尾根陰に入り消失。

280-430 色調等から成鳥。その他、詳
細は不明。

St.10,24

140 2018/6/21 9:18:24 9:18:54 ♀ 成鳥 鉄塔頂部に西向きにとまっている。足許が滑るのか落ち着かない様子。そのまま同所にと
まっていたが、目を離した間に姿を消している。

250 色調･模様等から雌成鳥。欠
損等の詳細は不明。

St.11

141 2018/6/21 9:20:29 9:20:52 ♂ﾀｲﾌﾟ 成鳥 尾根付近上空で旋回･帆翔した後、南寄りに滑翔・降下し、やや降下。手前樹木陰に入り
消失。

210-230 色調･模様等から雄とみられ
る成鳥。欠損等の詳細は不
明。

移動

142 2018/6/21 9:31:06 9:38:39 ♂ 成鳥 谷付近上空で旋回･帆翔。
9:31:10,尾根上ｽｷﾞ頂部に西向きにとまる。とまっている間、しきりに周囲を見回す。
9:38:00,飛び立ち、北東～東寄りに斜面に沿って滑翔。手前尾根陰に入り消失。

230 色調･模様等から雄成鳥。欠
損等の詳細は不明。

St.23

143 2018/6/21 9:33:25 9:33:29 ♂ﾀｲﾌﾟ 成鳥 斜面上枯木に北東向きにとまる。
9:33:27,飛び立ち、北寄りに搏翔。手前樹木陰に入り消失。

190 色調･模様等から雄とみられ
る成鳥。欠損等の詳細は不
明。

移動
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資料 6-4 生態系（サシバ：6月）の調査結果一覧② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

№ 調査日 確認時刻 消失時刻 雌雄 成幼 特記行動 行動詳細 高度(m) 特徴 確認地点

144 2018/6/21 9:39:58 9:53:07 ♂ 成鳥 ﾊﾝﾃｨﾝｸﾞ? 谷付近上空で旋回･帆翔した後、西寄りに滑翔し再び旋回･帆翔しやや上昇。その後、北
寄りに搏翔と滑翔で直進。
9:41:13,尾根上ｽｷﾞ頂部に北向きにとまる。
9:51:42,飛び立ち、北東方向へ搏翔。
9:51:46,斜面上ｽｷﾞ頂部に北東向きにとまる。
9:52:24,飛び立ち、北東方向へ搏翔し降下。
9:52:26,尾根上樹木に絡みつくｸｽﾞに突っ込み、同所にとまる(ﾊﾝﾃｨﾝｸﾞか?)。
9:52:32,飛び立ち、東寄りに降下。
9:52:42,尾根上ﾋﾉｷ頂部に北東向きにとまる。何か持っているか否かは不明。
9:53:02,飛び立ち、東寄りに降下。手前尾根陰に入り消失。

200-280 色調･模様等から雄成鳥。欠
損等の詳細は不明。

St.10,23

145 2018/6/21 9:57:24 9:57:39 不明 不明 谷付近上空で旋回･帆翔し、徐々に南寄りに移動。手前樹木陰に入り消失。 190 色調等の詳細は不明。両翼
P3,4付近が伸長中。

移動

146 2018/6/21 10:16:48 10:24:52 ♂ 成鳥 尾根付近上空で時々搏翔を交えて旋回･帆翔した後、西寄りに滑翔し再び旋回･帆翔に
転じ徐々に北東方向へ移動。その後、旋回をやめ西寄りに滑翔。この後、反転を繰り返
す。
10:19:46,尾根上ｽｷﾞ頂部に西向きにとまる。とまっている間、しきりに周囲を見回す。
10:22:26,飛び立ち、北東方向へ搏翔後、尾根付近上空で旋回･帆翔。その後、北東方
向へ滑翔し、徐々に降下。
10:23:09,手前尾根陰に入り一時消失。
10:23:29,尾根越し上空で旋回･帆翔し徐々に上昇。いったん北東方向に向かうが、すぐに
反転して再び旋回･帆翔。その後、南西方向へ搏翔。手前尾根陰に入り消失。

200-280 色調･模様等から雄成鳥。欠
損等の詳細は不明。

St.10,23

147 2018/6/21 10:37:27 10:41:16 ♂ﾀｲﾌﾟ 若鳥 Call 旋回･帆翔で徐々に上昇しながら蛇行する様に南寄りに移動。この間、しきりに鳴いてい
る。途中から出現した№149が接近してきて2個体でつかず離れず旋回･帆翔を続ける。そ
の後、№149観察中に視界から外れて消失。

200-360 色調等から若鳥。大きさ等か
ら♂ﾀｲﾌﾟ。両翼P3,4付近が伸
長中。尾翼中央に割れ。

移動

148 2018/6/21 10:38:13 10:39:38 ♀ﾀｲﾌﾟ 若鳥 №149とともに谷付近上空で時々搏翔を交えて旋回･帆翔し、徐々に上昇しながら南寄りに
移動。その後、№149と離れて南東方向へ滑翔し、徐々に降下。手前樹木陰に入り消失。

200-330 色調等から若鳥。大きさ等か
ら♀ﾀｲﾌﾟ。両翼P5が伸長中。
尾翼右R4付近が割れる。

移動

149 2018/6/21 10:38:13 10:41:30 ♂ﾀｲﾌﾟ 成鳥 Call
深い羽ばたき

№148とともに谷付近上空で時々搏翔を交えて旋回･帆翔し、徐々に上昇しながら南寄りに
移動。この間、時々鳴いている。№148が離れても旋回･帆翔を続け、南寄りに移動。№
147に接近し、つかず離れずで旋回･帆翔。時々、鳴いている。その後、深い羽ばたきを交
えて旋回･帆翔を続ける。№147消失後も旋回を続けていたが、その後、東寄りに滑翔。手
前樹木陰に入り消失。

200-370 色調等から成鳥。大きさ等か
ら♂ﾀｲﾌﾟ。両翼P3が伸長中。

移動

150 2018/6/21 10:43:10 10:59:20 ♂ 成鳥 尾根上ｽｷﾞ頂部に西向きにとまっている。とまっている間は周囲を見回している。そのまま同
所にとまっていたが、目を離した間に姿を消す。

270 色調･模様等から雄成鳥。欠
損等の詳細は不明。

St.10,23

151 2018/6/21 11:15:44 11:16:36 不明 成鳥 尾根付近上空を南寄りに搏翔した後、反転して進路を北東～東寄りに変え、搏翔を交えた
滑翔で飛翔し、やや降下。手前尾根陰に入り消失。

180-210 色調等から成鳥。両翼P3,4付
近が伸長中。

St.10

152 2018/6/21 11:33:08 11:34:57 ♂ 成鳥 斜面上空で旋回･帆翔しやや上昇した後、斜面に沿って斜面に沿って西寄りに滑翔。谷を
渡ったところで手前尾根陰に入り消失。

270-290 色調･模様等から雄成鳥。両
翼P2,3付近が伸長中。

St.10,23,2
4

153 2018/6/21 13:12:19 13:13:14 ♂ﾀｲﾌﾟ 若鳥 尾根付近上空で搏翔を交えて旋回･帆翔し徐々に上昇。№154に追われている様子。そ
の後、№154に追われて南西～南～南東方向へ進路を変えながら搏翔と滑翔で飛翔し、
さらに上昇。手前樹木陰に入り消失。

240-300 色調等から若鳥。大きさ等か
ら♂ﾀｲﾌﾟ。両翼P3,4付近が伸
長中。尾翼中央に割れ。

移動

154 2018/6/21 13:12:19 13:13:14 ♂ﾀｲﾌﾟ 成鳥 攻撃(ｻｼﾊﾞ) 尾根付近上空で搏翔を交えて旋回･帆翔し徐々に上昇。№153を追っている様子。その
後、№153を追って南西～南～南東方向へ進路を変えながら搏翔と滑翔で飛翔し、さらに
上昇。手前樹木陰に入り消失。

240-300 色調等から成鳥。大きさ等か
ら♂ﾀｲﾌﾟ。両翼P3が伸長中。

移動

155 2018/6/21 14:27:44 14:28:19 不明 成鳥 搏翔を交えて旋回･帆翔し徐々に上昇した後、南西方向へ搏翔と滑翔で直進し、徐々に
降下。手前樹木陰に入り消失。

230-270 色調等から成鳥。右翼P4が
短い、左翼P2,3が短い。

移動
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資料 6-5 生態系（サシバ：6月）の調査結果一覧③ 

 

  

№ 調査日 確認時刻 消失時刻 雌雄 成幼 特記行動 行動詳細 高度(m) 特徴 確認地点

156 2018/6/21 14:56:24 14:58:23 ♂ 成鳥 谷付近上空で旋回･帆翔し徐々に上昇した後、斜面に沿って西寄りに滑翔。そのまま尾根
を越えて消失。

250-340 色調･模様等から雄成鳥。両
翼P2,3付近が伸長中。

St.23

157 2018/6/22 7:40:35 7:40:37 不明 成鳥 谷内の地面直上を脂置く方光へ搏翔。そのまま直進し、手前樹木陰に入り消失。 150 色調等から成鳥。その他、詳
細は不明。

移動

158 2018/6/22 7:50:17 7:50:18 不明 不明 谷上空を西寄りに飛翔。すぐに手前樹林陰に入り消失。 180 詳細不明。 移動

159 2018/6/22 8:02:55 8:04:15 不明 成鳥 既知の営巣地付近上空で旋回･帆翔し徐々に東寄りに移動。手前の樹林陰に入り消失。 190 色調等から成鳥。両翼P3付
近が凹み、尾翼中央が割れ
る。

移動

160 2018/6/22 8:31:32 8:35:30 不明 成鳥 谷上空で旋回･帆翔し、徐々に上昇しながら東寄りに移動した後、北東方向へ搏翔をまじ
えて滑翔。
8:32:34,高圧鉄塔頂部に北東向きにとまる。
8:35:26,飛び立ち、南西方向へ滑翔・降下。手前樹林陰に入り消失。

200-250 色調等から成鳥。両翼P4付
近が凹み、尾翼両R4,5付近
が透けることあり。

St.10,移動

161 2018/6/22 8:35:40 8:35:52 不明 不明 林縁部枯木頂部に南東向きにとまっている。
8:35:41,直後に飛び立ち、№162に先行して南～南東方向へ搏翔。手前樹林陰に入り消
失。

160 詳細不明。 移動

162 2018/6/22 8:35:40 8:35:55 不明 成鳥 №161がとまる枯木付近を飛翔。その後、飛び立った№161を追うように南～南東方向へ搏
翔。手前樹林陰に入り消失。

160 色調等から成鳥。両翼P3付
近が凹む。

移動

163 2018/6/22 8:36:12 8:37:56 不明 成鳥 №164に追われる様に南西方向に飛翔し尾根を越えてくる。その後、2個体で旋回･帆翔
(ともに尾翼は閉じている)した後、№164に先行する格好で南西方向へ滑翔。№164観察
の間に視界から外れて消失。

190-220 色調等から成鳥。両翼P2,3付
近が抜けている(伸長中?)の
様子。

St.6,23

164 2018/6/22 8:36:12 8:39:57 不明 成鳥 №163を追う様に南西方向に飛翔し尾根を越えてくる。その後、2個体で旋回･帆翔(ともに
尾翼は閉じている)した後、№163を追うような格好で南西方向へ時々搏翔を交えて滑翔。
国分寺東側尾根付近に達したところで手前樹林陰に入り消失。

190-220 色調等から成鳥。欠損等の詳
細は不明。

St.6,23

165 2018/6/22 9:10:15 9:10:32 ♂ﾀｲﾌﾟ 成鳥 Call 尾根付近上空で東寄りに時々搏翔を交えて滑翔後、反転して西～北西方向へ搏翔をまじ
えて滑翔。手前尾根陰に入り消失。この間、終始鳴いていた。

330 色調･模様等から♂と見られ
る成鳥。目立つ欠落無さそ
う。

移動

166 2018/6/22 9:10:40 9:12:04 不明 成鳥 尾根付近上空で旋回･帆翔し徐々に上昇しながら南西方向へ移動。手前樹木陰に入り消
失。尾翼はやや開いていた。

350-380 色調等から成鳥。右翼P4が
短い、左翼P2,3が短い。

移動

167 2018/6/22 9:36:00 10:03:41 ♂ 成鳥 前田川付近の上空で旋回･帆翔した後、雨引山南側山麓上空を北東～東方向へ時々搏
翔を交えて滑翔。雨引山南東側山麓部上空で再び旋回･帆翔に転じ徐々に上昇しながら
北東方向へ移動。その後、西～北西方向へ滑翔。
9:46:22,雨引山ﾋﾟｰｸ付近ﾋﾉｷ頂部に西向きにとまる。とまっている間は、しきりに羽づくろ
い。
10：00：37,飛び立ち、東寄りに搏翔した後、再び旋回･帆翔。その後、南西方向へ時々搏
翔を交えて滑翔。途中、№169を追うように飛翔し徐々に降下。手前樹林陰に入り消失。

250-450 色調･模様等から♂成鳥。両
翼P3付近が伸長中。

St.6,10,23,
移動

168 2018/6/22 9:38:01 9:39:44 不明 成鳥 尾根付近上空で旋回･帆翔し徐々に上昇しながら北東方向へ移動した後、北西方向へ滑
翔･降下。手前樹林陰に入り消失。

250-300 色調等から成鳥。右翼P4が
短い、左翼P2,3が短い。

移動

169 2018/6/22 10:01:22 10:03:38 ♀ﾀｲﾌﾟ 成鳥 谷付近上空で旋回･帆翔した後、南西方向へ滑翔開始。この際、後方から№167が接近し
てきており、同個体に先行する様な格好で滑翔・降下。手前樹林陰に入り消失。

200-250 色調･模様等から♀と見られ
る成鳥。両翼、尾翼に欠落多
数。

St.6,10,23

170 2018/6/22 10:04:30 10:05:56 ♂ 成鳥 尾根上ﾋﾉｷ頂部に西向きにとまっている。
10:05:54,飛び立ち、西寄りに滑翔・降下。すぐに樹林陰に入り消失。

200-210 色調･模様等から♂成鳥。両
翼P3付近が伸長中。

St.10

171 2018/6/22 10:35:24 10:40:21 ♂ 成鳥 高圧鉄塔頂部に西向きにとまっている。とまっている間、しきりに周囲を見回す。
10:39:16,飛び立ち、北寄りに飛翔しやや降下。谷付近の上空で反転し、南北に往復する
ように飛翔した後、北西方向へ降下。手前尾根陰に入り消失。

220-250 色調･模様等から♂成鳥。両
翼P3付近が伸長中。

St.10
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資料 6-6 生態系（サシバ：6月）の調査結果一覧④ 

  
№ 調査日 確認時刻 消失時刻 雌雄 成幼 特記行動 行動詳細 高度(m) 特徴 確認地点

172 2018/6/22 10:40:46 10:40:57 ♂ﾀｲﾌﾟ 成鳥 水田上空を西寄りに滑翔した後、北寄りに進路を変える。手前樹木陰に入り消失。 210 色調･模様等から♂と見られ
る成鳥。欠損等の詳細は不
明。

St.10

173 2018/6/22 10:41:38 10:42:47 ♂ﾀｲﾌﾟ 成鳥 谷付近上空で旋回･帆翔。近傍で№174も飛翔しているが特に干渉は無し。徐々に上昇し
ながら東寄りに移動した後、№174に先行する格好で西寄りに滑翔・降下。手前樹木陰に
入り消失。

390-440 色調･模様等から♂と見られ
る成鳥。両翼P3付近が伸長
中。

移動

174 2018/6/22 10:41:38 10:42:47 不明 成鳥 谷付近上空で旋回･帆翔。近傍で№173も飛翔しているが特に干渉は無し。徐々に上昇し
ながら東寄りに移動した後、№173を追うように西寄りに滑翔・降下。手前樹木陰に入り消
失。

390-440 色調等から成鳥。右翼P4が
短い、左翼P2,3が短い。

移動

175 2018/6/22 11:10:00 11:21:50 不明 幼鳥×3 川沿いﾋﾉｷ上部に架けられた巣内にとまっている。終始、調査員を注視している。その後、
№№176が帰巣した際には同個体に群がる(餌を持ち込んだ様子)。その後も調査員方向を
注視。観察終了までそのまま。

190 ほぼ幼羽への換羽を終えてい
る。巣立ちが近そう。

移動

176 2018/6/22 11:13:52 11:14:48 不明 成鳥 餌運搬? 巣に飛来し、巣にとまる。餌を持ち込んだ様子だが幼鳥が群がり詳細は不明。
11:14:03,飛び立ち、林内を抜け樹冠直上で旋回･帆翔。その後、南東方向へ滑翔し、樹
林陰に入り消失。

190-200 色調等から成鳥。その他、詳
細は不明。

移動

177 2018/6/22 11:49:24 11:53:05 ♂ 成鳥 高圧鉄塔脇の碍子付近に北西向きにとまっている。とまっている間、しきりに羽づくろい。
11:53:01,飛び立ち、西寄りに滑翔・降下。すぐに手前樹林陰に入り消失。

200-250 色調･模様等から♂成鳥。両
翼P3付近が伸長中。

St.10,23,
移動

178 2018/6/22 11:53:14 11:54:27 不明 成鳥 尾根付近上空で旋回･帆翔。近傍で№179が飛翔しているが特に干渉は無し。徐々に上
昇しながら北寄りに移動。№179観察中に視界から外れて消失。

350-390 色調等から成鳥。右翼P4が
短い、左翼P2,3が短い。

移動

179 2018/6/22 11:53:14 11:57:14 ♂ﾀｲﾌﾟ 成鳥 尾根付近上空で旋回･帆翔。近傍で№178が飛翔しているが特に干渉は無し。徐々に上
昇しながら東寄りに移動。その後、北西方向へ滑翔し徐々に降下。雨引山東側尾根斜面
の上空で再び旋回･帆翔に転じ、上昇した後、西寄りに滑翔し徐々に降下。ﾋﾟｰｸ付近上空
で急降下に転じ、手前尾根陰に入り消失。

320-470 色調･模様等から♂と見られ
る成鳥。両翼P3付近が伸長
中。

St.6,10,23,
移動

180 2018/6/22 12:31:18 12:31:40 ♂ 成鳥 谷付近上空で旋回・帆翔した後、北寄りに滑翔。すぐに後背斜面に紛れて消失。 300 色調･模様等から♂成鳥。両
翼P3付近が伸長中。

St.23

181 2018/6/22 12:32:48 12:33:06 不明 不明 谷付近上空を南西方向へ滑翔し直進。手前尾根陰に入り消失。 340 詳細不明。 St.10
182 2018/6/22 14:02:51 14:05:02 不明 若鳥 Call? 尾根付近上空で旋回･帆翔。№183に追われる様に南東～南方向へ移動しながら徐々に

上昇。尾翼は開いている。時々、鳴き声が聞こえるがいずれの個体か不明。地点近傍に
達したところで手前樹木陰に入り消失。

330-400 色調等から若鳥。両翼･尾翼
に欠落多数。

移動

183 2018/6/22 14:02:51 14:05:02 ♂ﾀｲﾌﾟ 成鳥 Call? 尾根付近上空で旋回･帆翔。№182を追いあげる様に南東～南方向へ移動しながら徐々
に上昇。尾翼は閉じている。時々、鳴き声が聞こえるがいずれの個体か不明。地点近傍に
達したところで手前樹木陰に入り消失。

330-400 色調等から♂と見られる成
鳥。左翼P4が伸長中。

移動

184 2018/6/22 14:39:35 14:39:44 不明 不明 谷付近上空で東寄りに滑翔し直進。手前尾根陰に入り消失。 270-280 詳細不明。 St.23
185 2018/6/22 14:40:28 14:45:25 ♂ 成鳥 尾根付近上空を南西方向へ滑翔した後、旋回･帆翔に転じ徐々に上昇。その後、北西方

向へ滑翔。途中、数回旋回を交えるが、同方向への滑翔を続け、雨引山南側尾根を越え
て消失。

200-350 色調･模様等から♂成鳥。両
翼P3付近が伸長中。

St.10,23

186 2018/6/22 15:38:20 15:43:51 ♂ 成鳥 谷付近上空で旋回･帆翔し徐々に上昇しながら南寄りに移動。その後、北西方向へ滑翔。
途中、旋回を交えるがすぐにやめて北西方向へ滑翔を続け、雨引山ﾋﾟｰｸ付近の稜線を越
える。この頃から進路を西～南西方向に変え降下。手前尾根陰に入り消失。

250-420 色調･模様等から♂成鳥。両
翼P3付近が伸長中。

St.10
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資料 6-7 生態系（サシバ：7月）の調査結果一覧① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

№ 調査日 確認時刻 消失時刻 雌雄 成幼 特記行動 行動詳細 高度(m) 特徴 確認地点

187 2018/7/12 10:37:58 10:39:15 不明 不明 谷付近上空で時々搏翔を交えながら旋回･帆翔した後、北西方向へ滑翔・降下。途中か
ら急降下に転じ、手前尾根陰に入り消失。

240-300 詳細不明。 St.10

188 2018/7/12 11:04:29 11:08:07 不明 不明 尾根付近上空で時々搏翔を交えながら旋回･帆翔し徐々に上昇しながら南東方向へ移動
した後、北東方向へ滑翔・降下。途中、出現した№191に追われる様に滑翔。雨引山東側
尾根を越え、同尾根陰に入り消失。

230-460 色調等の詳細不明。両翼
P4,5付近が伸長中。尾翼中
央付近に欠損。

St.10

189 2018/7/12 11:07:09 11:09:53 不明 成鳥 №190とともに旋回･帆翔し徐々に上昇。つかず離れず旋回を続け、№190に先行して北
西方向へ滑翔。途中、再び旋回･帆翔になり、追いついた№190とともに旋回･帆翔。その
後、再び北西方向へ滑翔・降下し、手前尾根陰に入り消失。

270-300 色調等から成鳥。両翼P9付
近が脱落。

St.6,10,24

190 2018/7/12 11:07:21 11:30:06 不明 成鳥 №189とともに旋回･帆翔し徐々に上昇。つかず離れず旋回を続け、先行した№189を追う
ように北西方向へ滑翔。途中、再び№191と合流して旋回･帆翔。№189が消失した後、北
東方向へ急降下し、手前樹林陰に入り消失。

260-300 色調等から成鳥。その他、詳
細は不明。

St.6,10,24

191 2018/7/12 11:07:42 11:08:17 不明 不明 林内出入(消失) №188観察中に視界内に入ってくる。やや上方を飛翔する№188を追うように北西方向へ滑
翔し徐々に降下。雨引山東側尾根上樹林内に入り消失。

380-470 詳細不明。 St.10

192 2018/7/12 11:12:16 11:15:34 不明 不明 深い羽ばたき
林内出入(消失)

尾根付近上空で時々深い羽ばたきを交えて旋回･帆翔し徐々に上昇した後、西寄りに滑
翔し徐々に降下。雨引山南東側斜面上空で旋回･帆翔に転じ北西方向へ移動しながら
徐々に上昇。その後、北寄りに滑翔・降下。尾根上樹林内に入り消失。

280-400 色調等の詳細不明。両翼
P2,3付近が伸長中。

St.10

193 2018/7/12 12:49:39 12:53:45 不明 不明 尾根付近上空で時々搏翔を交えて旋回･帆翔。
12:49:44,尾根上ﾋﾉｷ頂部に南向きにとまる。
12:49:57,(№194が横切った直後)飛び立ち、南東方向へ搏翔した後、旋回･帆翔に転じ
る。№194とつかず離れずで旋回･帆翔し徐々に上昇しながら南寄りに移動。その後、旋回
をやめ№194に先行して南寄りに滑翔。途中で進路を東寄りに変えて滑翔を続ける。その
後、№194観察中に敷きから外れて消失。

330-350 色調等の詳細不明。両翼、尾
翼ともに欠落多数。

St10.23

194 2018/7/12 12:49:56 12:55:43 不明 成鳥 №193観察中、視界内に入ってくる。№193の直近を北西方向へ飛翔。
12:59.57,視界から外れて一時消失。
13:00:20,再び視界内に入ってくる。№193を追うように南東方向へ搏翔の後、旋回･帆翔
に転じる。№193とつかず離れずで旋回･帆翔し徐々に上昇しながら南寄りに移動。その
後、旋回をやめ先行した№193を追うように南寄りに滑翔。途中で進路を東～北東寄りに変
えて滑翔し、№193と離れる。大きく反転するようにさらに進路を北～北西方向へ滑翔し
徐々に降下。その後、旋回･帆翔と滑翔を繰り返して北西方向へ移動。最後は滑翔・降下
し、手前尾根陰に入り消失。

250-350 色調等から成鳥。両翼P4,5付
近が伸長中か。

St.10,23

195 2018/7/12 12:52:51 13:01:41 不明 成鳥 谷付近上空で旋回･帆翔し東寄りに移動し徐々に上昇。その後、北～北西方向へ滑翔し
た後、再び旋回･帆翔に転じ、徐々に上昇。この後も滑翔と旋回･帆翔を繰り返して上昇
し、雨引山北側上空で雲に紛れて消失。

370-600 色調等から成鳥。その他、詳
細は不明。

St.6

196 2018/7/12 12:54:03 12:56:04 不明 不明 前田川上空を東寄りに滑翔した後、旋回･帆翔に転じ、徐々に上昇しながら南東～南寄り
に移動。手前樹木陰に入り消失。

340-420 色調等の詳細不明。両翼･尾
翼に欠落多数。

St.10

197 2018/7/12 13:44:06 14:00:24 ♂ 成鳥 Call 谷付近上空で鳴きながら旋回･帆翔。
13:44:23,高圧鉄塔頂部に北西向きにとまる。
13:51:05,飛び立ち、旋回･帆翔で徐々に上昇。その後、西寄りに滑翔。途中で旋回･帆翔
を交えながら西～北西方向へ滑翔。その後、急降下。明星ヶ岳南出峰南側尾根の陰に入
り消失。

250-530 色調・模様等から♂成鳥。両
翼P6付近が欠けている。

St.11

198 2018/7/12 14:49:12 14:52:28 ♀ﾀｲﾌﾟ 成鳥 深い羽ばたき
林内出入(消失)

斜面上空で時々深い羽ばたきを交えながら旋回･帆翔し、南寄りに移動しながら徐々に上
昇。その後、北～北東方向へ滑翔しやや降下。尾根付近上空で再び旋回･帆翔に転じ
徐々に上昇しながら南寄りに移動。その後、北寄りに滑翔し徐々に降下。雨引山東側尾
根上樹林内に入り消失。

250-360 色調･模様等から♀と見られ
る成鳥。両翼P4,5が伸長中。
左翼S1付近に欠損。

St.10,23
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資料 6-8 生態系（サシバ：7月）の調査結果一覧② 

  № 調査日 確認時刻 消失時刻 雌雄 成幼 特記行動 行動詳細 高度(m) 特徴 確認地点

199 2018/7/12 15:19:30 15:27:27 不明 不明 風に流されるように北寄りに飛翔し、尾根付近で反転して降下。
15:20:49,尾根上ﾋﾉｷ頂部に北向きにとまる。とまっている間、羽づくろいしている様子。
15:27:21,飛び立ち、西側に飛び降りるように降下。とまっていた尾根陰に入り消失。

480-500 詳細不明。 St.24

200 2018/7/13 8:38:54 8:54:16 ♂ 成鳥 尾根上の高圧鉄塔頂部に南西向きにとまっている。とまっている間はしきりに羽づくろい。
一時北西方向を注視している。
8:53:02,飛び立ち、東寄りにゆっくりと滑翔・降下。そのまま直進し、手前樹林陰に入り消
失。

180-250 色調・模様等から♂成鳥。欠
損等の詳細は不明。

St.10,23

201 2018/7/13 9:46:32 9:52:06 ♂ 成鳥 林内出入(消失) 斜面上空で往復しながらやや上昇。
9:47:04,尾根上ﾋﾉｷ頂部に西向きにとまる。とまっている間、特段の動き無し。
9:51:08,飛び立ち、斜面に沿って西～南寄りに飛翔。尾根を巻いたところで旋回・帆翔に
転じ、やや上昇した後、谷内のﾋﾉｷ林内に入り消失。

300-320 色調・模様等から♂成鳥。欠
損等の詳細は不明。

St.10,23,2
4

202 2018/7/13 9:48:20 9:50:52 不明 成鳥 谷付近から出現し、旋回・帆翔した後、斜面に沿うように南西～西寄りに搏翔を交えて滑
翔。反転後、旋回・帆翔に転じ徐々に上昇した後、北東方向へ滑翔。尾根を越えて消失。

300-380 色調等から成鳥。その他、詳
細は不明。

St.23,24

203 2018/7/13 10:17:40 10:20:14 ♂ 成鳥 林内出入(消失) 斜面上空で旋回・帆翔した後、斜面に沿って西寄りに滑翔後、反転して東～北東方向へ
滑翔。その後、旋回・帆翔と滑翔を繰り返した後、斜面上落葉広葉樹林内に入り消失。

320-350 色調・模様等から♂成鳥。右
翼P7付近が脱落。

St.10,23

204 2018/7/13 12:24:48 12:25:08 不明 不明 尾根上樹林の樹冠直上を西寄りに搏翔。
12:24:54,尾根上広葉樹頂部に西向きにとまる。
12:25:04,飛び立ち、西寄りに搏翔。手前尾根陰に入り消失。

230 詳細不明。 St.24

205 2018/7/13 14:24:14 14:24:35 不明 成鳥 谷付近上空を東寄りに滑翔。そのまま直進し、手前尾根陰に入り消失。 250 色調等から成鳥。その他、詳
細は不明。

St.10

206 2018/7/13 14:26:59 14:40:18 ♂ﾀｲﾌﾟ 成鳥 高圧鉄塔頂部に北東向きにとまっている。とまっている間はしきりに羽づくろい。
14:39:57,飛び立ち、西寄りに滑翔した後、一度旋回。その後、北寄りに滑翔し徐々に降
下。手前の樹林陰に入り消失。

230-250 色調等から♂の成鳥と見られ
る。その他、詳細は不明。

St.10,23,2
4

207 2018/7/13 14:49:20 14:51:42 不明 不明 谷付近上空で旋回・帆翔。その後、旋回と滑翔を繰り返して東寄りに移動した後、西寄りに
滑翔し徐々に降下。尾根上ｱｶﾏﾂ陰に入り消失。同木にとまったように見えたが、姿が見え
ず。

240-330 詳細不明。目立つ欠落無し。 St.10,24



 

25 

資料 6-9 生態系（サシバ：8月）の調査結果一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 調査日 確認時刻 消失時刻 雌雄 成幼 特記行動 行動詳細 高度(m) 特徴 確認地点

208 2018/8/8 10:06:53 10:12:38 不明 不明 攻撃(ｻｼﾊﾞ)? 雨引山東側尾根付近上空で№209～211とともに搏翔を交えて旋回・帆翔。時々、相互に
突っかかったりしながら不規則に飛翔を続ける。その後、しばらく飛翔を続けたが、手前樹
林陰に入り消失。

280-320 詳細不明。一見すると目立つ
欠落は無し。

St.6,24

209 2018/8/8 10:06:53 10:12:40 不明 不明 攻撃(ｻｼﾊﾞ)? 雨引山東側尾根付近上空で№208,210,211とともに搏翔を交えて旋回・帆翔。時々、相互
に突っかかったりしながら不規則に飛翔を続ける。その後、しばらく飛翔を続けたが、手前
樹林陰に入り消失。

280-320 詳細不明。一見すると目立つ
欠落は無し。

St.6,24

210 2018/8/8 10:06:53 10:12:42 不明 不明 攻撃(ｻｼﾊﾞ)? 雨引山東側尾根付近上空で№208,209,211とともに搏翔を交えて旋回・帆翔。時々、相互
に突っかかったりしながら不規則に飛翔を続ける。その後、しばらく飛翔を続けたが、手前
樹林陰に入り消失。

280-320 詳細不明。一見すると目立つ
欠落は無し。

St.6,24

211 2018/8/8 10:06:53 10:12:44 不明 不明 攻撃(ｻｼﾊﾞ)? 雨引山東側尾根付近上空で№208～210とともに搏翔を交えて旋回・帆翔。時々、相互に
突っかかったりしながら不規則に飛翔を続ける。その後、しばらく飛翔を続けたが、手前樹
林陰に入り消失。

280-320 詳細不明。一見すると目立つ
欠落は無し。

St.6,24

212 2018/8/8 11:40:22 11:41:32 不明 幼鳥 尾根付近上空で旋回・帆翔しやや上昇した後、北東方向へ滑翔し徐々に降下。途中、搏
翔や旋回・帆翔を交えて北東方向へ移動した後、北寄りに滑翔・降下。手前尾根陰に入り
消失。

240-320 色調等から幼鳥。両翼、尾翼
に欠損無し。

St.10

213 2018/8/8 12:55:24 12:55:43 不明 不明 雨引山東側尾根付近上空で風にあおられふらつくように飛翔。時々搏翔を交えて北東～
北寄りに飛翔。尾根裏に入り消失。

360 詳細不明。 St.1

214 2018/8/8 12:59:42 12:59:48 不明 不明 尾根越し上空で北～北西方向へ搏翔。途中から滑翔を交えて飛翔しやや降下。手前尾
根陰に入り消失。

240-250 詳細不明。目立つ欠落は無
し。

St.10

215 2018/8/8 15:08:49 15:10:20 不明 幼鳥 ﾊﾁｸﾏ観察中に視界内に入ってくる。旋回・帆翔で上昇した後、ﾊﾁｸﾏを追う様に西寄りに
滑翔。その後、再び旋回・帆翔に転じ、出現したﾊﾁｸﾏ2個体とともに旋回・帆翔。その後、
ﾊﾁｸﾏ観察の間に視界から外れて消失。

250-280 色調等から幼鳥。両翼、尾翼
に欠損無し。

St.10

216 2018/8/8 15:24:12 15:26:20 不明 幼鳥 水田上空を南西方向へ滑翔しやや降下。
15:24:25,河畔のｽｷﾞ頂部に西向きにとまる。風にあおられて梢が揺れることから、落ち着か
ず、何度も梢の枝を掴み直す。そのまま同所にとまっていたが、僅かに目を離した感に飛び
立ち消失。

140-150 色調等から幼鳥。両翼、尾翼
に欠損無し。

St.10


